
題
字
の
「
や
ま
が
」
は
、

わ
た
し
が
書
き
ま
し
た
。

　
　
牛
崎
　
真ま

こ子
さ
ん

　
　
　
　（
内
田
小
6
年
）

広
報
広
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５
　４月10 日・11日の２日間、温泉の恵みに感謝する湯祭り「山
鹿温泉祭」が行われました。天気にも恵まれて多彩な催しに多
くの人でにぎわいました。
　「陽・謡・踊」では初出場の鹿本高校ダンス部がみごと優勝し
ました。　　　　　　　　　　　　　(14 ページにスナップ集 )

温泉の恵みに感謝の心を山鹿温泉祭



広報やまが　2010.5.1　2

事
者
の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
、
農
林
産
物
価
格
の

低
迷
な
ど
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、引
き
続
き
「
収

益
性
の
高
い
農
業
」
の
実
現
を
念
頭
に
、
地
域
の
実

情
に
あ
っ
た
本
市
独
自
の
施
策
を
展
開
し
、
農
林
業

の
活
性
化
を
通
じ
て
地
域
に
元
気
を
生
み
出
せ
る
よ

う
、
具
体
的
に
は
、
主
に
２
つ
の
支
援
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、『
多
様
な
担
い
手
・
意
欲
あ
る
担
い

手
へ
の
支
援
』
で
す
。

　

意
欲
的
か
つ
創
意
工
夫
を
も
っ
て
農
林
業
に
取
り

組
む
担
い
手
や
新
規
就
農
者
等
の
「
が
ん
ば
る
農
林

業
従
事
者
」
に
対
し
、
奨
励
金
や
農
林
業
資
金
の
利

子
補
給
な
ど
特
段
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
農
作

業
の
受
託
組
織
の
育
成
を
強
化
し
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、『
農
産
物
の
生
産
振
興
と
流
通
販
売

促
進
へ
の
支
援
』
で
す
。

　

生
産
面
で
は
、
高
付
加
価
値
化
、
安
定
的
な
生
産

量
の
確
保
な
ど
、
魅
力
あ
る
売
れ
る
農
産
物
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

流
通
販
売
面
で
は
、
地
産
地
消
や
新
た
な
販
路
の

開
拓
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
山
鹿
産
農
産
物

の
評
価
や
認
知
度
向
上
を
、
市
を
挙
げ
て
一
体
的
か

つ
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。

【
過
疎
集
落
の
振
興
】

　

地
域
の
魅
力
で
あ
る
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
、
伝

統
な
ど
の
地
域
資
源
を
守
り
育
て
る
活
動
や
住
民
の

日
常
生
活
を
支
え
る
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と

で
、
農
山
村
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、『
魅
力
あ
る
農
山
村
地
域
づ
く
り
へ

の
支
援
』
で
す
。

　

農
業
基
盤
整
備
や
森
林
の
保
全
・
整
備
は
も
と
よ

り
、
そ
の
地
域
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
や
棚
田
な
ど

特
徴
的
な
地
域
資
源
を
生
か
し
た
、
地
域
の
主
体
的

で
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、『
過
疎
集
落
へ
の
重
点
的
支
援
』
で
す
。

農
山
村
地
域
の
中
で
も
過
疎
化
の
進
む
集
落
が
、
課

題
の
解
決
に
向
け
て
、
そ
の
歴
史
や
文
化
、
祭
り
、

自
然
景
観
な
ど
を
生
か
し
て
取
り
組
む
魅
力
あ
る
集

落
づ
く
り
を
重
点
的
に
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療

や
福
祉
、
防
災
の
各
分
野
の
連
携
に
よ
り
、
安
心
・

安
全
な
地
域
生
活
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、『
地
域
生
活
交
通
の
確
保
』
で
す
。

路
線
バ
ス
に
代
わ
る
新
た
な
地
域
の
生
活
交
通
手
段

と
し
て
、
段
階
的
に
進
め
て
お
り
ま
す
「
予
約
制
あ

い
の
り
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
を
、
鹿
北
地
域
、
菊
鹿

地
域
、
鹿
央
地
域
に
お
い
て
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
強
化

　

私
が
考
え
る
子
育
て
の
基
本
理
念
を
表
す
も
の
と

し
て
、「
子
ど
も
は
や
ま
が
の
宝
だ
宣
言
」
を
行
い
、

広
く
、
深
く
市
民
の
皆
さ
ま
に
訴
え
、
全
市
民
を
あ

げ
て
子
ど
も
を
育
て
る
機
運
を
高
め
て
ま
い
り
ま

す
。
私
が
こ
の
宣
言
で
特
に
強
調
し
た
い
点
は
、「
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
ふ

る
さ
と
の
宝
で
あ
る
。
こ
の
宝
を
市
民
み
ん
な
で
育

み
、
光
り
輝
か
せ
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
策
定
中
の
「
後
期
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
」
は
、
こ
う
し
た
私
の
思
い
を
反
映
し
た
も
の
で
、

こ
の
計
画
を
貫
く
「
３
つ
の
あ
い
言
葉
」
で
あ
る
、

市
民
の
「
育
ち
あ
い
、
育
て
あ
い
、
支
え
あ
い
」
活

動
を
、
今
後
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用
や
ご
み
の
減
量
化
を
推

進
し
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
資
源
循
環
型
社
会
の

構
築
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
環
境
に
配
慮
し
た

エ
コ
活
動
や
資
源
の
再
利
用
、
水
質
汚
濁
の
防
止
、
里

山
の
保
護
な
ど
、
自
然
環
境
の
保
全
と
生
活
環
境
の

向
上
を
同
時
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

合
併
か
ら
５
年
が
過
ぎ
た
今
、
山
鹿
市
は
自
立
の

た
め
の
歩
み
を
確
実
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
将
来
都
市
像
へ
と
つ
な
が

る
道
筋
を
照
ら
し
、
６
万
市
民
を
導
く
た
め
の
具
体

の
灯
り
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
灯
り
こ
そ
、
定
住
自

立
圏
構
想
や
３
つ
の
重
点
施
策
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
の
事
業
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
第
１
次
山
鹿
市
総
合

計
画
に
掲
げ
た
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
、
立
ち

止
ま
る
こ
と
な
く
強
い
信
念
を
も
っ
て
前
進
し
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

市長　中嶋　憲正

【
市
政
運
営
の
基
本
方
針
】

　

平
成
22
年
度
は
、「
安
心
、
安
全
、
元
気
そ
し
て

希
望
に
満
ち
た
山
鹿
の
再
生
」
を
目
指
す
こ
と
と
し
、

依
然
と
し
て
た
い
へ
ん
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
地

方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
素
で
効
率
的
な
行
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

予
算
編
成
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
第
１
次
山
鹿
市

総
合
計
画
に
掲
げ
る
５
つ
の
基
本
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
各
施
策
・
事
業
を
精
査
し
、
喫
緊
の
重
要
な

行
政
課
題
で
あ
る
「
周
辺
部
の
振
興
対
策
」、「
子
育

て
支
援
体
制
の
充
実
強
化
」、「
資
源
循
環
型
社
会
の

構
築
」
の
３
つ
の
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
主
要
施
策
の
概
要
】

周
辺
部
の
振
興
対
策

【
農
林
業
の
振
興
】

　

周
辺
部
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
活
性
化
は
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
と
も
に
市
域
全
体
の一
体
的

な
発
展
を
目
指
す
う
え
で
極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
。

　

本
市
の
農
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
農
林
業
従

平成22年度施政方針

 魅力あふれる生活圏の形成
〜立ち止まることなく前進〜
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　平成 22 年度予算が、３月定例市議会で成立しました。
　一般会計予算額は、259 億 3,000 万円です。ほかの 10 特別会計と
３企業会計の合計額は 484 億 498 万円です。
　このページでは、一般会計の歳入・歳出の内訳と市民 1 人あたりどのよ
うに使われるかをお知らせします。
　※ 市長説明（右文）の全文および予算書は、３月定例会議案として
情報プラザ（市役所１階ホール）でご覧いただけます。
　お問い合わせは財政課へ。（☎４３‐１１１９）

★歳入（入ってくるお金）
　グラフ１は、歳入を円グラフで表した
ものです。	
　国や県の基準に基づき交付されたり、割
り当てられた収入 ( 依存財源 ) が 200 億
9,393 万 1 千円で、全体の 77.4％を占めて
います。
　主なものは、地方交付税、地方譲与税、
国・県支出金などです。
　市税など、市が自主的に収入することの
できる財源 (自主財源 )は 58 億 3,606 万
9 千円で、全体の 22.6％です。そのほとん
どが市民の皆さんに納めていただく税金
です。

★歳出（支払うお金）
　グラフ２は、歳出を円グラフで表したも
のです。歳出を経費別に見ると、人件費、
扶助費 (医療費、各種手当てなどに使われ
る経費 )、公債費 ( 借入金の返済 ) など義
務づけられている経費 ( 義務的経費 ) は、
130 億 3,171 万 4 千円で、全体の 50.2％を
占めています。
　道路や施設整備等に使われる経費 (投資
的経費 )は、30 億 9,134 万 2 千円で、全体
の 11.9％です。
　その他の経費には、物件費 (賃金・旅費・
備品購入費など )、補助費等 (各種団体へ
の補助金など )、繰出金 (特別会計への支
出 )などがあり、全体の 37.9％を占めてい
ます。

（平成 22 年３月末現在の人口 57,404 人で算出）

地方交付税
   45.5％

市 債
10.5％

国庫支出金
　 9.5％

県支出金
   7.7％

 市 税
17.6％

0.4%

繰入金
 0.2％

0.6%

77.4％

22.6％
25,930,000 千円

｝

｝

寄附金
財産収入
繰越金

地方特例交付金　　　　　0.3％

株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金
利子割交付金
ゴルフ場利用税交付金
交通安全対策特別交付金
自動車取得税交付金

使用料及び手数料　　　　1.4％

分担金及び負担金　　　　1.4％

地方譲与税　　　　　　　1.6％
地方消費税交付金　　　　1.9％

諸収入　　　　　　　　　1.4％

25,930,000 千円

人件費
18.3％

公債費
13.7％

扶助費
18.2％

普通建設事業費
　　11.7％

補助費等
14.8％

物件費
12.0％

繰出金
9.2％

50.2％
11.9％

37.9％

災害復旧事業費　　　　　0.2％

維持補修費　　　　　　　1.1％
積立金・投資及び出資金　0.4％
貸付金　　　　　　　　　0.3％
予備費　　　　　　　　　0.1％

グラフ２　歳出

「地域活性化・雇用等臨時特例費」の創設により地方交付税が前年比 4.4％増グラフ１　歳入

少子高齢化の進展、子ども手当の創設等により扶助費が前年比 16.3％増

一般会計予算

市民１人あたり　45 万 1,711 円　の使いみち

特集：平成２２年度予算

児童・高齢者・障がい者・
生活保護など福祉関係費

150,193 円
（33.2％）

借入金の返済

61,836 円
（13.7％）

道路、公園、 
住宅などの
整備
37,108 円
（8.2％）

小・中学校、 
生涯学習な
ど
42,018 円
（9.3％）

地域づくり、
戸籍や住民票、
選挙など
51,962 円
（11.5％）

農林業、畜
産業など

44,357 円
（9.8％）

健康、検診、
予防、ごみ
処理など
33,917 円
（7.5％）

商工業・観光など　 8,646 円 (1.9％)
議会、災害復旧、予備費　5,405 円 (1.3％)

消防団、消防設備など　16,269 円  (3.6％)
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地域とともに支え合う暮らしづくり

過疎集落いきいき事業　　　　　　　　　　　　　306 万 8 千円
市内の限界集落をモデル地区とし、住民自ら行う主体的な地域づくり活動や自治活動を支援します。

定住自立圏推進事業　　　　　　　　  　　　　　　67 万 7 千円
中心地域と周辺地域が相互に役割分担しながら、定住のために必要な都市機能の充実を図ります。

地域医療推進事業　　　　　　　　　　　　　　　160 万 5 千円
鹿本郡市医師会・地域の医療機関・住民ボランティア等との連携により、市民の健康づくりを推進します。

国民健康保険事業・介護保険事業、子育て支援事業、健康づくり推進など

安全で快適な暮らしを支える基盤づくり

浄化槽設置整備事業　　　　　　　　　　　　　4,459 万 9 千円
従来の助成制度に加えて新たな上乗せ助成制度を設け、浄化槽の整備を推進します。

新庁舎整備事業　　　　　　　　　　　　　４億 6,876 万３千円
現庁舎の問題解消と行政サービスの向上を図るため、新庁舎の整備を進めます。

防災行政無線施設整備事業　　　　　　　　　　　　 1,050 万円
災害時の防災情報伝達手段の一元化を図るため、防災行政無線の整備・更新に着手します。

簡易水道施設・農業集落排水施設・下水道施設・道路などの整備、防災機能の充実など

人と自然が共生する環境づくり

新たな循環型社会構築事業　　　　　　　　　　　937 万 2 千円
ごみ減量のための具体的な計画策定とともに、市民と一体となった循環型社会の形成を目指します。

太陽光発電システム普及促進事業　　　　　　　　　2,400 万円
一般住宅へ太陽光発電システムの普及を図り、地球温暖化対策を進めます。

市民参加の森づくり　　　　　　　　　　　　　　488 万 5 千円
森に親しむとともに、森林の持つ公益的・多面的機能の維持を図ります。

環境保全対策、リサイクルの推進、バイオマス利活用、景観の保全など

▲特色のある魅力的な地域の取り組みを支
　援します。

▲住環境の向上や河川などの公共用水域
　の水質保全を図ります。

▲資源の再利用などにより廃棄物の排出を
　減らし、循環型社会の形成を目指します。

特別会計予算

企業会計予算

❖　❖　❖　❖　❖　❖　❖

❖　❖　❖　❖　❖　❖　❖

❖　❖　❖　❖　❖　❖　❖

国民健康保険事業 72 億 7,865 万 1 千円 特定健診・特定保健指導の拡充を図り、被保険者の健康増進に努めます。
老人保健事業 2,980 万円 医療制度改正後の精算に係るものです。
後期高齢者医療 7億 424 万円 高齢者の新しい医療制度の確立を図ります。
農業集落排水事業 15 億 2,258 万 8 千円 米田東部、菊鹿東部Ⅱ期処理区の整備を行います。
介護保険事業 54 億 5,047 万 9 千円 介護給付費の適正化に努め、地域密着型サービスの充実を図ります。
簡易水道事業 2億 1,137 万 9 千円 岩野地区と高橋・津袋地区の整備を行います。
財産区 2,158 万 7 千円 六郷 218万3千円、城北 1,762 万円、稲田 80万9 千円、稲田六郷 97万5千円

水道事業会計 7億 3,054 万 9 千円 老朽化した配水管の更新を行います。
病院事業会計 45 億 2,727 万 9 千円 病棟・外来棟などの改築を行います。
下水道事業会計 19 億 9,842 万 8 千円 管渠及び処理場の整備を行います。



5　2010.5.1　広報やまが

心豊かにたくましく生きる人づくり

未来への１ページ事業　　　　　　　　　　766 万 1 千円
読書活動推進員の拡充を行い、読書活動の推進を図ります。

八千代座百周年事業　　　　　　　　　　　　2,500 万円
国の重要文化財である「八千代座」の建設百周年を記念し、式典や各種催しものを行います。

教育指導事業　　　　　　　　　　　　　　852 万 8 千円
学校教育指導員の拡充を行い、教職員研修等により児童生徒の基礎学力の向上を図ります。

学校規模適正化事業　　　　　　　　2 億 5,513 万 9 千円
適正な集団規模を確保し、良好な教育環境の整備を進めます。

地域づくり、国際・地域間交流、青少年健全育成、生涯スポーツの推進、伝統芸能の保存継承など

活力ある産業づくり

がんばる農林業チャレンジ支援事業　　　1,112 万 5 千円
意欲のある農林業の担い手を支援し、農林業の再生を図ります。

やまがブランド確立・販路開拓戦略　　　　　　733 万円
地元農産物等の販売力向上のため、重点的かつ計画的な情報発信を行います。

地域商業等活性化支援事業　　　　　　　　　1,200 万円
「プレミアム付き共通商品券」を発行し、市内商工業の活性化と生活支援を行います。

さくら湯再生事業　　　　　　　　　　　4,978 万 8 千円
「湯の町山鹿の歴史と文化を代表する顔」となる「さくら湯」の再生に向け、基本設計と実施設計を行います。

企業誘致、特産品の振興、農林業・商業の振興、中心市街地活性化対策、誘客宣伝など

　どんなところに
　　  　　 使われるの？

▲八千代座で開かれている狂言教室。
　文化芸術活動の活性化を図ります。

▲カンキツの新品種「麗紅（れいこう）」
　への改植にチャレンジされる就農者。
　新たな生産活動等を支援します。

特集：平成 22 年度予算

　市政運営の基本指針となる「第１次山鹿市総合計画」。
ここでは、その計画に定められた５つの基本目標の中で、平成
22 年度に進められる主な事業などについて紹介します。

❖　❖　❖　❖　❖　❖　❖

❖　❖　❖　❖　❖　❖　❖
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後期高齢者医療の

平成 22 年度の均等割額は 47,000 円、所得割率は 9.03％です。
　被保険者と世帯主の所得が一定額以下の場合、均等割額が９割、8.5 割、５割、２割軽減されます。
また被保険者の所得が 91 万円以下（年金収入のみの場合 211 万円以下）の場合、所得割が５割軽
減されます。また被用者保険（協会けんぽ、健保組合、共済組合など）に扶養されていた人につい
ては、所得割額はかからず、均等割額が９割軽減されます　（軽減の詳しい内容についてはお問い
合わせください）

後期高齢者医療被保険者証の更新のお知らせ
　現在お持ちの保険証 (黄色 ) の有効期限は、平成 22 年７月 31 日までです。
　新しい保険証 ( オレンジ色 )は７月中に簡易書留で郵送いたしますので、平成 22 年８月１日からは
新しい保険証をお使いください。

【支払い方法について】
※普通徴収の人は、口座振替が大変便利です。
　また特別徴収の人は申出により口座振替へ変更することができます。
　（国民健康保険税を特別徴収で納付されている人についても、一定の条件を満たしている場合、
　  申出により口座振替に変更できます）

…国保年金課　後期高齢係　☎４３−１５７６

保険料の算定
　保険料は、被保険者一人一人にかかる「均等割額」と、被保険者の所得に応じて算定する
「所得割額」を合わせた金額となります。

　　　（被保険者全員が平等に負担）
均等割額

＝＝ +保険料 均等割額 所得割額
（被保険者全員が
　　　平等に負担）

※所得額×所得割率賦課限度額　１人あたり 50万円

（被保険者の所得
　　に応じて負担）

+均等割額 （被保険者全員が平等に負担）

所得割額 （被保険者の所得に応じて負担）

保険料 賦課限度額
１人あたり 50万円

※所得額×所得割率

+

保険料
（被保険者の所得に応じて負担　※所得額×所得割率）所得割額

問合せ

平成 22・23 年度の保険料が決定しました！

※普通徴収（納付書又は口座振替での納付）の人については７月中旬ごろに保険料額決定通知書等
　を送付いたします。
【４月から特別徴収（年金天引き）の人で引き続き特別徴収の人は、８月末ごろ通知書等を発送いた  
  します】

均等割額 47,000 円　所得割率 9.03％
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国民健康保険に加入している皆さまへ
今年度から国民健康保険税の税率が変わります
　国民健康保険税資産割 20％（固定資産税額の 20％分）が平成 22 年度から廃止されます。
また、国民健康保険税の限度額が地方税法の改正により引き上げられることとなりました。

１　対象者
　①　倒産・解雇などによる離職（雇用保険の特定受給資格者）として失業等給付を受ける人。	
　②　雇い止めなどによる離職（雇用保険の特定理由離職者）として失業等給付を受ける人。	 	
	 	
２　軽減額
　22年度国民健康保険税の算定を前年給与所得の 30/100 として行います。	

３　軽減期間
　離職日の翌日から翌年度末（２ヵ年度）までの期間です。	 	 	
　（21年３月 31日から 22年３月 30日までに離職された人は、22年度に限り保険税が軽減され、
　  21 年度の保険税は対象となりません）

４　申請方法
　①　雇用保険受給資格者証
　②　印かん
　※　申請後の軽減措置の計算は、7月本算定以降に行い、該当者へ通知します。

倒産やリストラなどで職を失った人は、
今年度から国民健康保険税が軽減されます

…税務課　☎４３－１１２０問合せ

21 年度 22年度

税率等 限度額 税率等 限度額

医療分

所得割 7.50%

470,000 円

7.50%

500,000 円
資産割 20.00% 廃止

均等割 14,000 円 14,000 円

平等割 34,300 円 34,300 円

支援分
所得割 2.20%

120,000 円
2.20%

130,000 円
均等割 9,000 円 9,000 円

介護分
所得割 2.50%

100,000 円
2.50%

100,000 円
均等割 13,700 円 13,700 円

医療分　医療費の支払いや、出産育児一時金、葬祭費等に充てるもの
支援分　後期高齢者医療制度の財源（全体の約４割相当）に充てるもの
介護分　介護保険制度の財源に充てるためのもの（40歳から 64歳までの人）



広報やまが　2010.5.1　8

●お問い合せ、申込みは　山鹿市役所 秘書課　TEL ４３−１１１２

利用しませんか！

　　出前講座・市長と語ろう
　市では、市民の皆さんを対象に「出前講座」と「市長と語ろう」
を実施します。
　「出前講座」は、市政を分かりやすく伝えたり、郷土の歴史、文
化や生活の知恵などを皆さんと一緒に学習したりする制度です。
　関心ある市政情報など、聞いてみたいテーマを左ページのメ
ニューから選んで “ご注文” ください。市の担当職員などが、直
接皆さんの所にお伺いしてお話しします。
　昼夜問わず講座を出前しますので、どうぞ遠慮なく利用してく
ださい。

　「市長と語ろう」は市政への提案や意見、要望を聞き、市民
の皆さんとの対話を通して相互に理解を深め、市政へ反映して
いくため、市長が地域に出かけ意見交換を行う制度です。		

　市長が、直接皆さんのところにお伺いしてお話しします。昼
夜問わず伺いますので、どうぞ遠慮なく利用してください。
　詳しくは秘書課までお問い合せください。	

出前講座申込方法
　●実施日▷各年度の土日、祝日を除く日
							     
　●申込できる人▷主として山鹿市内に在住、または通勤、通学しているおおむね
　　　　　　　　　10 人以上の団体、グループ等でお申込ください。	 	
　　　　　　　　　ただし、政治、宗教、営利目的の団体などについてはご遠慮ください。	 	

　●開催時間等▷原則として下記のとおりです。	 	 	 	 	 	 	
　　　　　　　　ただし都合により時間等についてご相談する場合があります。
　　　　　　　　・開催時間は１時間程度です。	 	 	 	 	 	 	
　　　　　　　　・開始時間は午前 10 時で、終了時間は遅くとも午後９時までです。	 	 	

　●会場の手配等▷会場の手配や講座のお知らせ、当日の進行などは申込者側でお願いします。	 	

　●講師料▷無料。ただし、講座によっては経費が別途必要になる場合があります。	 	

　●申込方法▷出前講座メニューは左記のメニューから希望テーマを選んでください。	 	
　　　　　　　開催希望日の３週間前までには秘書課に直接おいでいただくか、
　　　　　　　電話または FAXで申込みください。	

	 	 	 	 	 	 	
市長と語ろう申込方法	 	 	 	 	 	 	
　●実施日▷各年度の土日、祝日を除く日

　●申込できる人▷主として山鹿市内に在住、または通勤、通学しているおおむね
　　　　　　　　　10 人以上の団体、グループ等でお申込ください。	 	 	 	 	
　　　　　　　　　ただし、政治、宗教、営利目的の団体などについてはご遠慮ください。	 	

　●開催時間等▷原則として下記のとおりです。	 	 	 	 	 	 	
　　　　　　　　ただし都合により時間等についてご相談する場合があります。
　　　　　　　　・開催時間は２時間以内です。	 	 	 	 	 	 	
　　　　　　　　・開始時間は午前 10 時で、終了時間は遅くとも午後９時までです。	 	 	

　●会場の手配等▷会場の手配や講座のお知らせ、当日の進行などは申込者側でお願いします。	 	

　●申込方法▷開催希望日の１ヵ月前までには秘書課に直接おいでいただくか、電話で申込みくだ
　　　　　　　さい。	 	 	 	 	 	 	 	

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
伺
い
ま
す
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平成 22 年度　山鹿市出前講座メニュー

●申込から実施までの流れ●

担当課と日時や
内容を調整

申込者
グループ・団体

秘書課

①申込み
②決定通知 出前講座

分野 No 講座名 担当課

市民のくらし

1 地域づくりについて 企画課
2 自主防災組織育成講座 総務課
3 交通安全講座 総務課
4 地域交通 ( あいのりタクシー・市街地循環バス ) 企画課
5 市民税について 税務課
6 固定資産税について 税務課
7 山鹿市の下水道について 下水道課
8 ごみの分別・リサイクルについて 環境課
9 景観まちづくりについて 都市計画課

10 消費生活相談出前講座 商工課
11 中心市街地の活性化について 商工課
12 さくら湯再生について 観光課
13 観光振興の取組みについて 観光課
14 農業者年金制度について 農業委員会

市民の福祉と健康

15 後期高齢者医療制度について 国保年金課
16 子どもの病気とその対応について 健康増進課
17 メタボリックシンドローム等の予防について 健康増進課
18 健康づくりについて（テーマは希望に応じます） 健康増進課
19 健康づくりのための食生活について 健康増進課
20 歯の健康づくりについて 健康増進課
21 男女共同参画について（男女共同参画社会づくり、セクシュアル

ハラスメント・ドメスティックバイオレンス） 企画課
22 糖尿病（DM）の予防・教育 病院（看護部）
23 家庭でできるリハビリ 病院（リハビリテーション科）
24 薬の基礎知識 病院（薬剤科）
25 はじめましょう！「いきいき介護予防」 介護保険課
26 正しく理解しましょう！「認知症」 介護保険課
27 みんなで支える「介護保険制度」と「サービス」について 介護保険課
28 障がい福祉について いきがい推進課
29 在宅高齢福祉について いきがい推進課

山鹿の産業 30 農家支援事業について（がんばる農業チャレンジ支援、農
村集落活性化支援等） 農林振興課

教育・文化

31 人権文化のまちづくり講座 社会教育課
32 教養講座「知る」を楽しむ　山鹿の歴史 文化課
33 文化財の宝石箱！山鹿の文化財 文化課
34 弥生のすごい宝が眠っている　方保田東原遺跡 文化課
35 全国に誇れる文化財　山鹿の装飾古墳群 文化課
36 日本一の芝居小屋　八千代座の歴史 文化課
37 本物の古代に触れる市立博物館とチブサン古墳（現地研修） 文化課
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の
暮
ら
し
に
必
要
な
都

市
機
能
を
集
約
的
に
整
備
し
、
周
辺
市

町
村
で
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
地
方
圏
に
定
住
の
受
け
皿
を

形
成
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、
平

成
21
年
４
月
か
ら
全
国
的
に
ス
タ
ー
ト

し
た
制
度
で
す
。

や
り
方
で
す
。

　

し
か
し
、
本
市
は
広
域
的
な
合
併
を

行
っ
た
合
併
市
と
し
て
、「
合
併
一
市
圏

域
の
特
例
」
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、旧
山
鹿
市
を
「
中
心
地
域
」
に
、

旧
４
町
を
「
周
辺
地
域
」
と
位
置
づ
け
、

合
併
後
の
山
鹿
市
１
市
で
定
住
自
立
圏

を
形
成
し
ま
し
た
。

　

◆
デ
ジ
タ
ル
・
ディ
バ
イ
ド
の
解
消
に
向
け

　
　
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備

　
　

・
情
報
通
信
基
盤
の
地
域
間
格
差
の
是

　
　
　

正
に
向
け
た
取
組

3
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
に
係
る

　

政
策
分
野

　

◆
外
部
か
ら
の
民
間
人
材
の
確
保

　
　

・
外
部
か
ら
の
人
材
の
活
用

定
住
自
立
圏
構
想
で
推
進
し
て
い
く

具
体
的
な
取
組
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「山鹿に住んで本当に良かった」
と実感できるような魅力ある生活圏の形成を目指します

平
成
21
年
山
鹿
市
議
会
９
月
定
例
会
で
、
中
嶋

憲
正
市
長
が
「
定
住
自
立
圏
中
心
市
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
山
鹿
市
議
会
３
月
定
例
会
で
「
定
住

自
立
圏
形
成
方
針
」
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

今
後
は
「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
て
い
き
ま
す
。

市
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
今
後
の
予
定

≪参考≫
　定住自立圏構想に取り組むに当たっては、次の３つの手続きを経ることになっています。

１　定住自立圏中心市宣言 人口定住のために、圏域として必要な生活機能の確保に関して中心的な役
割を担う意思を有すること等を明らかにするために行うもので、定住自立
圏構想に取り組むに当たって最初の手続きとなるものです。

２ 定住自立圏形成方針の策定 中心市宣言を行った後に策定するもので、定住自立圏の形成に係る目的や
基本方針、さらには中心地域と周辺地域が相互に役割分担し、連携して取
り組む事項について定めたものです。

３ 定住自立圏共生ビジョンの策定 定住自立圏形成方針を策定後、定住自立圏構想への取組の最後の手続きと
して策定するものです。圏域の将来像や、定住自立圏形成方針に基づき推
進する具体的取組などについて記載したものです。

…企画課　☎４３－１１１４問合せ
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市 議 会 ３ 月 定 例 会
　平成 22 年（第２回）市議会３月定例会は、３月１日に開会し、３月 18 日までの 18 日間の日程で開かれま
した。今議会では、条例、予算など議案 48 件（条例 13 件、予算 21 件、人事案件 10 件、その他 4 件）、報告
３件、陳情 1 件を審議。さらに議案３件が追加上程され審議されました。その結果は次のとおりです。

◆◇　議　案　◇◆
■議案第３号　平成 21 年度山鹿市一般会計補正予算
	 （第 8号）	 …可決
■議案第４号　平成 21 年度山鹿市国民健康保険事業特別会
　　　　　　　計補正予算（第４号）  　　　　　　 …可決
■議案第５号　平成 21 年度山鹿市後期高齢者医療特別会　
　　　　　　　計補正予算（第１号）　　　　　　　…可決
■議案第６号　平成 21 年度山鹿市介護保険事業特別会計補
　　　　　　　正予算（第 4号）　　　　　　　　　…可決
■議案第７号　平成 21 年度山鹿市水道事業会計補正予算
　　　　　　　（第 4号）　　　　　　　　　　　 　 …可決
■議案第８号　平成 21 年度山鹿市病院事業会計補正予算　
　　　　　　　（第 5号）　　　　　　　　　　　　  …可決
■議案第９号　平成 21 年度山鹿市下水道事業会計補正予算
　　　　　　　（第 2号）　　　　　　　　　　　　  …可決
■議案第 10 号　山鹿市交通安全対策会議条例� 　  …可決
■議案第 11 号　山鹿市職員退職手当支給条例等の一部を改
　　　　　　　  正する条例　  　　　　　　　　 　…可決
■議案第 12 号　山鹿市病院事業の設置等に関する条例の一
　　　　　　　 部を改正する条例の施行に伴う関係条例の
　　　　　　　  整備に関する条例　　　　　　　　…可決
■議案第 13 号　保育の実施に関する条例の一部を改正する
　　　　　　　  条例　  　　　　　　　　　　　　 …可決
■議案第 14 号　山鹿市立保育園条例の一部を改正する条例
　  　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　  …可決
■議案第 15 号　山鹿市国民健康保険税条例の一部を改正す
　　　　　　　 る条例　　　　　　　　　　　　    …可決
■議案第 16 号　山鹿市環境保全型地域振興基金条例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　…可決
■議案第 17 号　山鹿市鹿北市民センター条例　　　…可決
■議案第 18 号　山鹿市長等の給与の特例に関する条例    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  …可決
■議案第 19 号　山鹿市一般職の職員の給与の特例に関する
　　　　　　　  条例　　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 20 号　山鹿市病院事業管理者の給与等に関する条
　　　　　　　  例　　　　　　　　　　　　　　   …可決
■議案第 21 号　山鹿市病院事業職員の給与の種類及び基準
　　　　　　　  に関する条例　  　　　　　　　　 …可決
■議案第 22 号　山鹿市立病院事業審議会条例を廃止する条
　　　　　　　  例  　　　　　　　　　　　　　　 …可決
■議案第 23 号　平成 22 年度山鹿市一般会計予算     …可決
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （多数）
■議案第 24 号　平成 22 年度山鹿市国民健康保険事業特別
　　　　　　　  会計予算　　　　　　　　　　　   …可決
■議案第 25 号　平成 22 年度山鹿市老人保健事業特別会計
　　　　　　　  予算　　　　　　  　　　　　　　 …可決
■議案第 26 号　平成 22 年度山鹿市後期高齢者医療特別会
　　　　　　　  計予算　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 27 号　平成 22 年度山鹿市農業集落排水事業特別
　　　　　　　  会計予算　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 28 号　平成 22 年度山鹿市介護保険事業特別会計
　　　　　　　  予算　 　　　　　　　　　　　　  …可決

＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」
　に置いてあります。自由にご覧いただけます。
＊お問い合わせは議会事務局（☎４３‐１６３４）
　または本庁総務課法令文書係へ（☎４３‐１１１７）

■議案第 29 号　平成 22 年度山鹿市簡易水道事業特別会計
　　　　　　　  予算　  　　　　　　　　　　　　 …可決
■議案第 30 号　平成 22 年度六郷財産区特別会計予算
　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 31 号　平成 22 年度城北財産区特別会計予算

…可決
■議案第 32 号　平成 22 年度稲田財産区特別会計予算

…可決
■議案第 33 号　平成 22 年度稲田六郷財産区特別会計予算

…可決
■議案第 34 号　平成 22 年度山鹿市水道事業会計予算

…可決
■議案第 35 号　平成 22 年度山鹿市病院事業会計予算

…可決
■議案第 36 号　平成 22 年度山鹿市下水道事業会計予算

…可決
■議案第 37号　字の区域の変更について　　　　　 …可決
■議案第 38号　六郷財産区の財産の譲渡について　 …可決
■議案第 39 号　山鹿市定住自立圏形成方針について

…可決
■議案第 40号　市道路線の認定について　　　　　 …可決
■議案第 41号　城北財産区管理委員の選任について …同意
■議案第 42号　城北財産区管理委員の選任について …同意
■議案第 43号　城北財産区管理委員の選任について …同意
■議案第 44号　城北財産区管理委員の選任について …同意
■議案第 45号　城北財産区管理委員の選任について …同意
■議案第 46号　城北財産区管理委員の選任について …同意
■議案第 47号　城北財産区管理委員の選任について …同意
■議案第 48 号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
　　　　　　　 とについて　    　　　　　　　　　 …同意
■議案第 49 号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
　　　　　　　 とについて　     　　　　　　　　　…同意
■議案第 50 号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
　　　　　　　 とについて　    　　　　　　　　　 …同意

◆◇　報　告　◇◆
■報告第１号　専決処分の報告について　　　　  　 …受理
■報告第２号　専決処分の報告について　　　　　   …受理
■報告第３号　専決処分の報告について　　　　　   …受理

◆◇　追加議案　◇◆
■議案第 51 号　平成 21 年度山鹿市一般会計補正予算
	 （第 9号）	 …可決
■議案第 52 号　平成 21 年度山鹿市病院事業会計補正予算
	 （第 6号）	 …可決
■議案第 53 号　工事請負契約の締結について　　　 …可決

◆◇　陳　情　◇◆
■陳情第３号　国民健康保険税の引き下げを求める陳情書

…採択
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隈部氏館跡の国史跡指定を祝って
　…隈部氏館跡ウォーキング大会

　３月 28 日　隈部氏館跡（菊鹿町上永野）
　昨年７月に国史跡に指定された「隈部氏館跡」で隈部氏
館跡を守る会（石阪誠幸会長）主催のウォーキング大会が
開かれました。
　菊鹿レクリエーション協会などのボランティアの協力で
150 人が参加しました。
　３班に分かれた参加者は、ガイド役の山鹿市文化財保護
委員などから隈部氏館跡の歴史や地域の話を聞きながら散
策。約４キロのコースで満開のサクラを楽しみました。
　ウォーキングの後は、地元の人たちが作ったおにぎりと
団子汁が振る舞われ、おいしく食べました。

春風とともに菊鹿路を楽走！
　…第 15 回あんずの丘マラソン大会　

３月 21日　あんずの丘周辺
　サクラの花が咲き始めたあんずの丘では、毎年恒例のあ
んずの丘マラソン大会が「ゆっくりのんびり楽走カーニバ
ル」の主旨のもと、盛大に行われました。
　遠くは北海道からの参加者もあり、１歳から 83 歳までの
1,612 人のランナーたちが、1.5 キロ・３キロ・５キロ・10
キロの４コースを思い思いのペースで春の菊花路を楽しく
走りました。
　鞠智城では、イメージキャラクター「ころう君」が沿道
から応援し、ランナーも手を振って応えていました。

▼暖かな春風のもと心地よい汗を流しました▼ガイドの話を熱心に聞く参加者

まちの話題 Town Topics

のんびり楽しくウォーキング
　…岳間渓谷ぐるっとウォーク　３月２８日　岳間渓谷

　第３回岳間渓谷ぐるっとウォークが、岳間渓谷周辺 10
キロのコースで開催され、県内外から親子づれなど約 137
人が参加しました。（岳間渓谷と里山あるき実行委員会主催）
　この日は、晴天に恵まれ春の息吹を感じながら、菜の
花や満開の桜がきれいな里山を約４時間かけて全員ゴー
ルしました。コースの所々に休憩所が設けられ、地元ボ
ランティアの皆さんが、お茶や漬物などを用意してもて
なしていました。また、参加者全員に地元特産の旬のタ
ケノコがプレゼントされ、お土産を手にした参加者から
は笑顔がこぼれていました。

▲岳間渓谷の満開になった桜並木を歩く参加者

ぐんぐん育て、ぼくと私の木
　…市民参加の森づくり事業植樹祭　

３月１４日　広見小学校裏市有林

　市民参加の森づくり事業の一つとして、広見小学校、
岩野小学校、岳間小学校の緑の少年団員と関係者など 66
人が参加して植樹祭が開催されました。
　植樹したのは、広見小学校のすぐ裏手にある市有林で、
モミジやヤマモモ、ハクレンなど 50 本を植えました。
　スコップやくわなどを手に持った子どもたちは、山に
上り、自分の背丈よりも大きい苗木を力を合わせて植え
ていました。参加した子どもたちは「ぐんぐん育てばい
いな。早く紅葉をみたいな」と話していました。

▲がんばって植えたよ。早く森になるといいね
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ツツジとサクラの競演
　…日輪寺公園つつじ祭り

４月７日〜 25 日　日輪寺公園（杉）
　３万５千株のツツジと 200 本のサクラがある日輪寺公園
で、つつじ祭りが開かれ、訪れる人の目を楽しませました。
　７日には安全祈願祭や式典が行われ、祭りの成功と無事
を祈願しました。
　来園者は春の心地よい日差しを浴びながら、所々に咲い
たツツジと、サクラの花の競演を楽しみました。
　期間中は午後９時までライトアップされ、野だてなども
行われました。
　

▲ツツジとサクラの競演を楽しむ来園者

まちの話題 

Town Topics

山鹿温泉祭
スナップ集

1

3

2

46 5

8

7
1 無病息災の願いを込めて、笹の葉に付けた温泉の湯を子どもたちの頭に
2 御幸式 ( 宇野親治公みこし )
3 力くらべ綱引き大会で大人も子どもも大盛りあがり
4 天聴の蔵では市民合唱団による春うららコンサート
5 鞠智城キャラクターの「ころう君」も祭りを盛りあげました
6 子どもたちの手づくりみこし
7 馬カレー・馬黒ホルモン丼の販売には長い行列が
8 忍者の里では親子で忍者になって修行にチャレンジ
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♥
かがやきかがやき
思いやりあふれる笑顔

　｢すべての人間は、生まれながらにして自由であり、かつ、
尊厳と権利について平等である。・・・」という「世界人権
宣言（昭和 23 年国連総会採択）」の理念は、人権に関する
多くの宣言や条約となって実を結び、さまざまな取組が国連を
中心に展開されてきました。
　人権とは、人間誰もが生まれながらにして持っている基本的
な権利であり、いいかえれば、人間が自分の生活を理由なく
侵害されず、人が人として生きていくことができる権利です。
　山鹿市では、市民一人一人が社会の一員として、お互い
の尊厳を保障しあい、共に生きる社会を築くために、平成 18
年度に「山鹿市人権教育・啓発基本計画」を策定し、同和
問題をはじめ、女性、高齢者、障がい者、外国人、子ども、
ハンセン病回復者、犯罪被害者、感染症等をめぐる人権問
題について、正しい知識を身につけるとともに、自らの問題と
して捉え、具体的な行動につなげていくための教育、啓発に
取り組んでいます。
　今後も「輝く個性・人権尊重の都市やまが」づくりに市民
の皆様のご協力をお願いします。　　　

人権啓発課・企画課男女共同参画推進室

誰もが　いきいきと
　　　　　その人らしく生きるために

▲中嶋憲正市長に意見書を提出する
　古江英実会長と服部香代副会長

　

５
月
～
７
月
ご
ろ
に

か
け
て
、
鮮
や
か
な
黄

色
の
花
を
つ
け
る
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
。

　

繁
殖
力
が
強
く
強き

ょ
う
じ
ん靭
な
た
め
、
一
時
期
河

川
公
園
や
法
面
緑
化
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
在
来
生
態
系
の
脅
威
と
な
る
事
が
分

か
り
、
外
来
生
物
法
に
よ
る
「
特
定
外
来
生

物
」
に
指
定
さ
れ
、
栽
培
、
運
搬
、
販
売
、

野
外
に
放
つ
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

き
れ
い
な
花
だ
か
ら
と
いっ
て
、
自
宅
の
庭

や
花
壇
に
植
え
て
は
絶
対
い
け
ま
せ
ん
!!

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
特
徴

　

北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
多
年
生
草
本
で
、
高

さ
30
～
70
セ
ン
チ
程
度
。
葉
は
、
茎
の
下
に
つ

き
、
両
面
に
荒
い
毛
が
あ
る
。
花
期
は
、
５

月
～
７
月
頃
。
直
径
５
～
７
セ
ン
チ
の
橙と

う
こ
う黄

色し
ょ
くの
頭と

う
じ
ょ
う
か

状
花
を
つ
け
る
。

（
問
）
近
所
の
空
き
地
に
咲
い
て
い
る
が
、
ど

う
し
た
ら
い
い
の
？

（
答
）
広
が
ら
な
い
よ
う
に
土
地
の
管
理
者

に
処
理
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

法
律
で
は
、
自
然
に
生
え
て
い
る
オ
オ
キ
ン

ケ
イ
ギ
ク
に
つ
い
て
の
規
制
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

法
律
で
は
、
人
が
故
意
に
栽
培
し
た
り
、
移

動
さ
せ
た
り
、
ま
い
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。

意見書抜粋
　全庁的な連携が進み、企業訪問による働きやすい職場
づくりなどの推進を図った事は評価できますが、男女共
同参画の視点が薄い事業も見受けられます。
　今後、より一層意識の共有化を図り、庁内一体となっ
た事業展開をするとともに、数値に表れない背景や課題、
変化に注視し、長期的な視野に立って取組んでいただき
たいと思います。
　また、市の重要施策として一歩進んだ事業の展開をお
願いします。

山鹿市男女共同参画審議会が
　　男女共同参画の推進について意見書を提出

３月２６日 ( 金）　山鹿市役所

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
処
理
す
る
時
の
注
意

■
少
量
を
処
理
す
る
場
合

　

自
宅
の
庭
に
生
え
て
い
る
場
合
な
ど
、
少

量
を
処
理
す
る
と
き
は
、
根
か
ら
引
き
抜
き
、

そ
の
場
で
広
げ
な
い
よ
う
に
２
～
３
日
天
日

に
さ
ら
す
な
ど
枯
死
さ
せ
た
後
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
に
密
封
し
て
燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
分

し
ま
し
ょ
う
。

■
大
量
に
処
分
す
る
場
合

　

自
治
会
や
団
体
の
活
動
な
ど
で
、
大
量

に
処
分
す
る
場
合
は
、
九
州
地
方
環
境
事

務
所
野
生
生
物
課
（
☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐

０
３
３
９
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
こ
れ
以
上
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
が
広
が
ら

な
い
よ
う
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、

「
特
定
外
来
生
物
」
で
す
！

環境だより環境だより

輝く個
ひ と

性・人権尊重の都
ま ち

市やまが
　山鹿市男女共同参
画審議会では「平成
21 年度男女共同参
画計画事業」の実施
状況に対する意見を
とりまとめ、今後の推
進の指標としてもらう
ため、山鹿市長に提
出しました。
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大
溝
や
土
塁
を
築
く
に
は
、
大
変
な
労
力
が

必
要
で
す
。
弥
生
時
代
の
方
保
田
東
原
遺
跡

に
は
、
人
々
を
ま
と
め
る
力
が
あ
っ
た
わ
け

で
す
。
そ
の
力
は
、
当
時
の
貴
重
品
で
あ
る

鉄
器
づ
く
り
や
、
政
治
や
祭さ

い
し祀
な
ど
の
マ
ツ

リ
に
使
う
赤
色
顔
料
（
朱
や
ベ
ン
ガ
ラ
）
づ

く
り
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
力
は
ま
た
争
い
を
生
み
ま
す
。

こ
れ
ま
で
方
保
田
東
原
遺
跡
で
は
、
争
い
か

ら
集
落
を
守
る
た
め
溝
を
掘
っ
て
外
敵
を
防

い
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
土
塁
を
設
け
て
厳
重
に
守
り
を
固
め
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
調
査
成
果
を
ま
と
め
る
と
と
も

に
、
こ
の
地
区
の
整
備
方
法
に
つ
い
て
検
討

す
る
予
定
で
す
。
遺
跡
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。　

教
育
委
員
会
文
化
課

　
（
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
）

☎
46
‐
５
５
１
２

連載第 55回

　

方
保
田
東
原
遺
跡
は
、
山
鹿
市
南
部
の
菊

池
川
沿
い
に
位
置
す
る
遺
跡
で
す
。
今
か
ら

お
よ
そ
2
千
年
前
の
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時

代
に
か
け
て
繁
栄
し
た
集
落
の
跡
で
、
こ
の

地
域
で
は
最
も
大
き
な
遺
跡
と
し
て
、
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
鹿
市
教
育
委
員
会
で
は
、
方
保
田
東
原

遺
跡
を
保
存
し
な
が
ら
、
今
後
さ
ら
に
遺
跡

を
活
用
し
て
い
く
た
め
の
一
環
と
し
て
、
遺

跡
公
園
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
整
備

に
先
立
っ
て
、
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

前
の
地
区
で
遺
跡
の
内
容
を
調
べ
る
た
め
、

昨
年
10
月
か
ら
3
月
ま
で
発
掘
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
発
掘
調
査
で
は
、
弥
生
時
代
の
巨

大
な
溝
と
土ど

る
い塁
の
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

巨
大
な
溝（
大
溝
）は
、幅
が
６
か
ら
７
ｍ
、

深
さ
が
1.2
ｍ
以
上
あ
り
ま
す
。
遺
跡
の
東
端

付
近
を
南
北
に
横
断
す
る
方
向
で
、
長
さ
は

３
０
０
ｍ
以
上
続
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

大
溝
の
中
か
ら
は
弥
生
時
代
の
土
器
が
た

く
さ
ん
見
つ
か
り
、
こ
の
近
く
で
多
く
の
人

が
土
器
を
使
っ
て
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
こ
の
大
溝
に
は
、
遺
跡
を
区
画

し
て
東
方
面
か
ら
の
敵
を
防
ぐ
役
割
な
ど
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

大
溝
の
東
側
に
あ
る
溝
か
ら
は
、
土
塁
を

壊
し
て
埋
め
た
土
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
土

塁
と
は
、
防
御
の
た
め
溝
の
外
側
に
土
を
盛

り
上
げ
て
築
い
た
も
の
で
す
。
土
塁
そ
の
も

の
は
削
ら
れ
た
り
壊
さ
れ
た
り
し
て
残
ら
な

い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
壊
さ
れ
た
跡
と

は
い
え
、
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
弥
生
時
代
の

土
塁
の
跡
は
、
県
内
で
も
初
め
て
の
発
見
と

な
る
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
よ
う
な

方か
と
う
だ
ひ
が
し
ば
る

保
田
東
原
遺
跡

　
　
発
掘
調
査
に
つ
い
て

　（
山
鹿
市
方
保
田
）

▲現地説明会の様子　県外からも参加者があり、
　熱心に見学されていました

短
歌･

俳
句
の
新
聞
掲
載
へ
の

電
話
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル

【
相
談
事
例
】

　

高
齢
者
に「
自
作
の
短
歌
や
俳
句
を
新
聞（
雑
誌
）

に
掲
載
し
な
い
か
」
と
い
う
電
話
が
あ
り
、
無
料
と

思
い
承
諾
し
た
と
こ
ろ
、
高
額
な
掲
載
料
を
請
求

さ
れ
た
、
な
ど
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
新
聞
あ
る
い

は
雑
誌
等
へ
の
掲
載
の
電
話
勧
誘
に
関
す
る
相
談
が

急
増
し
て
い
ま
す
。

【
問
題
点
】 

・
広
告
代
理
店
等
の
事
業
者
が
、
新
聞
社
か
ら
の
勧

　

誘
と
誤
認
さ
せ
て
い
る

・
消
費
者
が
勧
誘
を
断
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

　

勝
手
に
掲
載
し
て
後
か
ら
請
求
書
を
同
封
す
る

・
契
約
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
次
々
と
契
約

　

さ
せ
た
り
、
掲
載
紙
が
き
っ
か
け
で
別
の
複
数
の

　

事
業
者
が
し
つ
こ
く
勧
誘
す
る

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
事
業
者
の
説
明
を
う
の
み
に
し
な
い
こ
と

・
し
つ
こ
い
勧
誘
は
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と

・
承
諾
し
て
い
な
い
と
き
は
支
払
わ
な
い
こ
と

・
他
の
趣
味
で
も
注
意
が
必
要

※
そ
の
他
ト
ラ
ブ
ル
と
思
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン

　
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
山
鹿
市
役
所
商
工
課
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
４
１
３

　
　
　
　

熊
本
県
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

問
合
せ

▲発掘調査の様子　どこを掘ってもたくさんの土器が見つかりました
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平
成
22
年
度
か
ら
毎
月
１
回
、
普
通
救
命
講
習

を
行
い
ま
す
。

　

普
通
救
命
講
習
と
は
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

の
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
け
が
を
し

た
場
合
の
応
急
手
当
な
ど
を
内
容
と
し
た
３
時
間

の
講
習
で
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
に
心
肺
蘇
生
法
な
ど
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
、「
救
え
る
命
」
を
増
や
せ
る
よ
う
に

市
民
の
皆
さ
ま
と
消
防
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
初
心
者
の
人
で
も
大
歓
迎
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
普
通
救
命
講
習
を
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

講
習
修
了
者
に
は
消
防
本
部
か
ら
修
了
カ
ー
ド

を
発
行
し
ま
す
。

日
時
▽
毎
月
第
４
日
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

会
場
▽
山
鹿
植
木
広
域
消
防
本
部

　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

定
員
▽
30
人
程
度

受
講
料
▽
無
料

申
込
締
切
▽
毎
月
第
３
日
曜
日

…
山
鹿
植
木
広
域
消
防
本
部　

　
　
　
　
　
　
　

 

山
鹿
消
防
署

☎
43
‐
１
１
９
１
（
救
急
指
導
係
）

広域消防本部

…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
９
４ 

　

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署　

☎
32
‐
２
５
７
４

　

山
鹿
消
防
署
東
分
署　
　

☎
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

新着図書ピックアップ

イソップを知っていますか　　　    
阿刀田　高／著　新潮社

　知っているつもりだったけれど、本当はこん
な話だったの？蟻

アリ

と蝉
セミ

、狼
オオカミ

と羊飼いの少年、田
舎の鼠

ネズミ

と都会の鼠、一人では折れない枝の束、
狼と狐

キツネ

、盗人と番犬などなど。イソップ寓話に
こめられた厳しい世間を生き抜くための知恵と
その魅力を阿刀田流に読み解く。

　定年を迎え、妻とのんびり過ごしていこうと思って
いた矢先の出来事だった。わずか６ミリの影が、妻
を襲った。１年半にわたる闘病生活、自宅での看取
り、妻亡き後に押し寄せてきた絶望感、そして、人
生の底から立ち直るまでの道のり。

妻を看取る日
垣添　忠生／著　新潮社

催しスケジュール
山鹿市中央公民館図書室
・おはなし会
　日時▷５月26日㈬　午後２時30分から
山鹿市鹿本図書館
・おはなし会
　日時▷５月１日㈯・８日㈯・15日㈯
　　　　22日㈯・29日㈯　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷５月11日㈫・18日㈫・25日㈫
　　　　　　　　　　　午前 11 時から
・ベビママタイム（妊婦対象）
　日時▷５月11日㈫・18日㈫・25日㈫
　　　　 午前 10 時 45 分から

今月の休館日
山鹿市中央公民館図書室
　▷５月３日㈷〜５日㈷・31日㈪
山鹿市鹿本図書館
　▷５月３日㈷〜５日㈷・10日㈪
　　　　17日㈪・24日㈪・31日㈪
鹿北公民館図書室
　▷毎週月・土・日曜と祝日の
　　午後５時以降
　　（月曜日が祝日の場合終日休館）
　　（火〜金は午後８時まで開館）
菊鹿公民館図書室
　▷年末・年始
鹿央公民館図書室
　▷毎週土曜・日曜・祝日

《今月は鹿央公民館図書室から》
 

定
期
普
通
救
命
講
習

　
　
　
　
　
　
　

の
ご
案
内

申
込
・
問
合
せ

　伝説の初代ウルトラマンのスーツアクター、
古谷敏の初めての回想録。スペシウム光線やファ
イティングポーズの由来など、全ウルトラマン
の原型を作り上げた１年間の真実を、新たに発
掘された写真と共に語り尽くす！

ウルトラマンになった男
古谷　敏／著　小学館



広報やまが　2010.5.1　18

伝えたい、手作りの温もり
　 

岩野保育園　☎ 32‐2230
　「子どもたちの胸に付けるコサージュをどんなものにしよう
か」と、卒園式前になると悩みますが、式の一週間前のある日、
支援センターの先生から見せてもらったコサージュを見て「こ
れだ」と思い、早速教えてもらい、もらった布やタンスに眠っ
ていた布で作りました。
　胸に付けてやると、「かわいい」「どうやって作ったと」と口々
に言う子どもたちでした。今は、便利な世の中で何でも買え
ば手に入る時代ですが、手
作りの温か味を伝えていき、
温もりを感じる子どもたちを
育てていきたいと思います。
今後も、手作りでできるもの
は、なるべく手作りでがんば
ります。

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐1270　鹿北子育て支援センター　☎ 32‐3194　菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐4660
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐2635　鹿央子育て支援センター　☎ 36‐2150　つどいの広場 (ぽかぽか・おさか童夢)　☎ 43‐1155
第一児童館 (石)　☎ 43‐1128　中央児童センター (山鹿)　☎ 44‐0057　児童センター (藤井)　☎ 46‐4441　鹿本児童館 (来民)　☎ 46‐4455

Vol. ６０

子どもの足の成長は大丈夫？
　稲光園　☎ 46-2562　

　靴を左右反対に履く子どもが多いのはなぜでしょう。
あなたのお子さんたちはどうですか。最近、稲光園でも
反対に履いている子どもたちが多いので気になっていま
す。「足が痛くなるからちゃんと履こうね」と声をかけ
ても、また同じようにバナナ履きをしています。でも、
左右きちんと合っていないと足のトラブルが出てくるそ
うです。
　たかが靴と思わず、きちんとした体つくりのためにも
足と靴について今一度考えてみせんか。

甘いジュースのはなし
　これから暖かい日も多くなり、水分補給の量も
増えますよね。そんな時、お子さんが好きだから
…と甘いジュースをあげることはありませんか？
　でもそれは、砂糖のかたまりをあげているのと
同じことかもしれません。
　500 ｍｌあたり、炭酸飲料でスティックシュ
ガー 8本分、スポーツ飲料で 3本分、果物ジュー
スで 6本分程度の砂糖が入っています。
　砂糖を習慣的にとりすぎることは、虫歯や肥満
の原因になるだけでなく、甘い刺激に慣れること
で、水やお茶・薄味の食事を好まなくなることも
考えられます。
　お子さんの体のためには、普段の水分補給には、
体を冷やさないよう常温程度の水やカフェインの
含まれないお茶（麦茶など）が望ましいです。

/子育て支援課　栄養師　片岡　あゆみ

　　お待たせしました。今年もやりますよ。　　　 　
　　●日時　５月３０日（日）　　１０：００～１４：００　　　●場所　つどいの広場「おさか童夢」
　　●内容　小坂の自然の中で楽しく遊びましょう。詳しくは、各支援センターにご連絡を。

●解決策として
①靴に左右があることをしっかり知らせましょう。
②マークや合わせた絵をつけて意識をもたせましょう。
③足に合った動くためのしっかりした靴を
　履かせましょう。

お気軽にご利用ください
▼病後時保育室「あすなろ」
　病気回復期の子どもの状態に合わせて、家庭
的な雰囲気の中で、1日を安心して過ごせるよ
うにしています。対象になるのは、おおむね 1
歳から小学校低学年（1年～ 3年生）です。
　●問合せ　病後時保育室（山鹿保育園内）　
　　　　　　　　　　　　　☎ 43 － 1281
▼ファミリー・サポートセンター
　育児の手助けをしてほしい人（依頼会員）と
育児の手助けをしたい人（協力会員）が育児の
相互援助活動を行っている会員組織です。
　●問合せ　やまがファミリー・サポートセンター
　　　　　　　　　　　　　☎ 44 － 8800
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学 問訪校
小学校・中学校・高校の話題をお届け！『蹊（みち）を成す」

川辺小学校
　川辺小学校の特色は、何と言っても昭和 8年に現在の天
皇陛下御降誕記念として、地域の皆さんが開墾された「成
蹊園 (せいけいえん )」です。徳や学問を積んだ人のもとに
は、人が集まり蹊を成すという故事から、りっぱな人材が
育ってほしいという願いから名付けられたそうです。
　成蹊園には梅、茶、栗、柿の果物がたくさん植えられて
います。生活科や総学の時間を使って、収穫したり加工し
たりしています。もちろん、地域の皆さんとのふれあいも「成
蹊園」を通してのものが多くあります。一緒に茶摘みをし

たり、栗拾いをしたり、梅干しや梅の砂糖漬けを作ったり
しています。
　子どもたちと地域の皆さんとはとても仲が良く、下の名
前で「◎◎さん」と呼んでいることもあります。
　これからも、地域と共にある学校をめざして、徳や学問
のある児童を育てていきたいと願っています。

　　▲お茶摘みに挑戦する子どもたち

総合的なビジネス教育を実践中

鹿本商工高等学校

○「奎堂文庫展示資料室」完成！
 　昨年の 11 月 30 日に蒲島郁夫熊本県知事ご臨席のも
と「奎堂文庫展示資料室」の完成を祝し除幕式並びに記
念式典を挙行することができました。「奎堂文庫」は、
来民町出身で本県初の内閣総理大臣である清浦奎吾氏
が、郷土の文化と後進の育成を祈願し、開館しました。
その後、「奎堂文庫」は、鹿本
商工高校図書館として現在に
至っています。この「奎堂文庫」
には１万冊以上の和とじ本など
貴重な歴史書が保管されていま
す。ぜひ、地域の皆さまも本校
に見学にお越しください。

　

◀
栗
拾
い
を
す
る
子
ど
も
た
ち

○全国でも珍しい常設実習店舗
　「かざぐるま」
　山鹿温泉プラザの１階ふるさと市場内に、常設実習店舗
「かざぐるま」を開設しました。本校では、この店舗を活

用し、体験学習を通して
の販売実習、商品管理や
開発、異業種体験、生産
現場での作業を中心に教
育活動を行います。他の
商業高校では経験できな
い総合的なビジネス教育
を実践中です！

○「専門類型コース」と「習熟度別学習」
　今年度より、生徒のニーズや適性および進路に応じた学習
ができる「専門類型コース」を商業科、情報管理科、電気科、
電子機械科に設置しました。この専門類型コースは、生徒の
興味関心が高い専門分野の学習と生徒の実態および能力に
応じた学習ができるコースです。
　また、普通科の国語・数学・英語の授業に、進路別、適性
別の「習熟度別学習」とＴＴ授業を導入して、的確な学力の
向上を図り、国立大学進学から一流企業・公務員就職まで
しっかり指導します。
　このように、充実した専門教育を生かして鹿本商工高校で
は大学進学や一流企業への就職を支援しています。
　詳しくは、ホームページをご参照ください。

 　http://www.higo.ed.jp/sh/kasyoko
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投
稿

に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
十
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト

三
玉
保
育
園

　
三
玉
保
育
園
の
自
主
事
業
「
子
育
て

広
場
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
」
も
十
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
十
年
間
に
「
に
こ
に
こ
ク
ラ

ブ
」
に
来
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
と
の
お

し
ゃ
べ
り
と
、
楽
し
い
人
形
劇
で
お
祝

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

期
間
▽
5
月
30
日
㈰
午
前
10
時

（
人
形
ボ
ー
ド
ヴ
ィ
ル　

ド
ラ
他
）

場
所
▽
三
玉
保
育
園

鹿
本
高
生
の
絵
画
が

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
飾
る

鹿
本
高
校
生

　

山
鹿
市
南
島
の
国
道
３
号
沿
い
に

あ
る
自
動
車
販
売
店
「
ワ
イ
ズ
オ
ー

ト
」
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
に
、
鹿
本

高
校
美
術
部
が
制
作
し
た
巨
大
な
絵

画
が
お
目
見
え
し
た
。
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
「
不
動
岩
」
が
大
き
く
描
か
れ
、
観

光
客
ら
を
出
迎
え
て
い
る
。

　

ワ
イ
ズ
オ
ー
ト
は
山
鹿
大
橋
の
た

も
と
に
あ
り
、
熊
本
市
か
ら
山
鹿
市
街

地
に
向
か
う
玄
関
口
に
位
置
し
て
い

る
。「
店
の
立
地
を
生
か
し
て
地
域
に

貢
献
し
た
い
」
と
考
え
た
吉
田
勇
樹
社

長
（
32
）
が
、
母
校
の
美
術
部
に
依
頼

し
た
の
が
制
作
の
き
っ
か
け
。
美
術
部

の
１
～
２
年
生
が
、
昨
年
７
月
ご
ろ
か

ら
約
４
カ
月
か
け
て
制
作
し
た
。

投
稿

空
ま
で
届
け
、

　
　
　

み
ん
な
の
夢

山
鹿
西
保
育
園

　

前
日
ま
で
の
雨
が
嘘
の
様
に
晴
れ

上
が
り
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
乗
せ

た
風
船
は
空
高
く
飛
ん
で
い
き
ま
し

た
。
ど
こ
ま
で
行
く
の
か
な
ー
と
風

船
を
目
で
追
い
な
が
ら
ワ
ク
ワ
ク
し

ま
し
た
。
夢
が
叶
う
こ
と
、
こ
れ
か

ら
も
元
気
で
明
る
く
成
長
し
て
く
れ

る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

十
五
年
の
感
謝
を
込
め
て

　
　
　

　
　
　

山
鹿
中
学
校　

古
家
光
さ
ん

　

私
た
ち
山
鹿
中
学
校
卒
業
生
は
、

「
ふ
る
さ
と
山
鹿
に
恩
返
し
を
す
る

会
」
と
い
う
計
画
を
た
て
、
卒
業
式

前
日
の
３
月
14
日
に
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
だ
冬
の
寒
さ
が
少
し
残
る
な
か
、

卒
業
生
は
汗
を
流
し
な
が
ら
山
鹿
を

き
れ
い
に
す
る
事
が
で
き
十
五
年
間

の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
友
達
や
保
護

者
と
共
に
汗
を
流
し
行
っ
た
清
掃
活

動
は
、
一
生
の
思
い
出
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

十
五
年
間
、
私
た
ち
を
見
守
り
、

育
て
て
く
れ
た
、
ふ
る
さ
と
山
鹿
、

本
当
に
「
あ
り
が
と
う
」。
山
鹿
中
学

校
卒
業
生
は
山
鹿
が
大
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ふ
る
さ
と
山
鹿
に
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
一
人
一
人

夢
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
行
き
ま
す
。

▲これを描きました。どうですか。

投
稿

　

作
品
は
縦
1.9
メ
ー
ト
ル
、
横
3.7
メ
ー

ト
ル
。
４
枚
の
パ
ネ
ル
に
分
割
し
、
ア

ク
リ
ル
絵
の
具
で
描
か
れ
て
い
る
。
タ

イ
ト
ル
は
「
不
動
の
岩
根
」。
森
林
の

緑
の
中
に
屹
立
（
き
つ
り
つ
）
す
る
不

動
岩
の
ふ
も
と
か
ら
眼
下
の
市
街
地
を

望
む
構
成
で
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
山
鹿
の
街
の
魅
力
を
描
き
出
し
て
い

る
。

　
「
岩
の
質
感
や
樹
木
な
ど
を
リ
ア
ル

に
表
現
す
る
の
が
大
変
で
し
た
が
、
出

来
は
最
高
」
と
美
術
部
の
中
村
麻
理
奈

さ
ん
（
２
年
）。
吉
田
社
長
は
「
山
鹿

ら
し
い
絵
を
描
い
て
ほ
し
い
と
頼
み
ま

し
た
が
、
期
待
以
上
の
仕
上
が
り
で
す

ね
。
さ
す
が
後
輩
（
笑
）。
毎
年
入
れ

替
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
制
作
を
頼

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
後
輩
た

ち
を
頼
も
し
そ
う
に
眺
め
て
い
た
。

投
稿

参
加
費
▽
無
料
（
人
数
に
制
限
有
）

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
参
加
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

…
三
玉
保
育
園　

☎
43
‐
６
３
３
０

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
43
‐
８
５
６
５

申
込
・
問
合
せ

▲風船を飛ばす子どもたち。空高く飛んでいけ

▲清掃作業をする親子
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Ｍａｙ

5 月

案内板

子ども手当が始まります
　4月から「児童手当」に代わり「子ども手当」が始まりました。
支給対象▷中学校終了前の子ども　※所得制限はありません。
手当額▷１人につき月額１万３千円　手続き▷子どもを養育している父
母などは認定請求が必要です。ただし、 3 月まで児童手当を受給してい
た人は、児童手当の対象児童については手続き不要ですが、中学２年生・
３年生の子どもがいる場合には額改定請求が必要です。対象となる世帯
には、４月 12 日に通知書を発送しています。
　　　　　　　　　　　　 …子育て支援課　☎４３‐１５１４問合せ

★ ★

　

飲
用
井
戸
の
水
質
検
査
に
対
す
る

補
助
と
、
水
質
検
査
に
よ
り
基
準
値

を
上
回
る
場
合
の
浄
水
器
設
置
に
対

す
る
補
助
を
行
い
ま
す
。

【
水
質
検
査
料
補
助
】

対
象
と
な
る
人
▽
市
内
居
住
の
人

補
助
対
象
検
査
項
目
▽

　

ヒ
素
、
フ
ッ
素
、
健
康
10
項
目

補
助
額
▽
１
検
査
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
、０
０
０
円

【
浄
水
器
設
置
補
助
】

対
象
と
な
る
人
▽

　

上
水
道
給
水
区
域
以
外
に
居
住
し
、

ヒ
素
、
硝
酸
態
窒
素
、
フ
ッ
素
が
水

質
基
準
を
超
過
し
て
い
る
個
人

対
象
器
具
▽

前
記
物
質
を
基
準
値
以
下
に
除
去
す

る
浄
水
器

補
助
額
▽
設
置
費
用
の
半
額

　
　
　
　
（
上
限
10
万
円
）

　

環
境
課
（
山
鹿
浄
水
セ
ン
タ
ー
内
）

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で

受
け
付
け
ま
す
。

…
環
境
課　

☎
43
‐
７
２
１
１

　 
お
知
ら
せ

　

有
料
指
定
ご
み
袋
制
に
お
け
る
平

成
22
年
度
山
鹿
市
一
般
廃
棄
物
収
集

運
搬
手
数
料
の
収
納
を
左
記
の
卸
問

対
象
と
な
る
人
▽
市
内
に
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
人
。

た
だ
し
、
下
水
道
認
可
区
域
と
地
域

し
尿
処
理
施
設
区
域
内
お
よ
び
小
規

模
店
舗
付
住
宅
以
外
の
事
業
所
は
、

補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
額
▽  

５
人
槽
…
33
万
２
千
円

　
　
　
　
　

  

７
人
槽
…
41
万
４
千
円

10
人
槽
…
54
万
８
千
円

新
し
い
補
助
内
容
▽

◎
単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去
補
助

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
、
既

存
単
独
処
理
浄
化
槽
を
撤
去
す
る
場

合
、
９
万
円
を
上
限
に
補
助
し
ま
す
。

◎
重
点
地
域
の
上
乗
せ
補
助

　

重
点
地
域
内
に
設
置
す
る
場
合
、

補
助
額
に
30
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

予
算
の
範
囲
内
で
交
付
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
区
域
な
ど
確
認
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

…
環
境
課  

☎
43
‐
７
２
１
１

問
合
せ

【
固
定
資
産
税
】

　

生
活
費
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
・

公
益
の
た
め
に
専
用
さ
れ
て
い
る
固

定
資
産
税
を
所
有
す
る
人
。

【
軽
自
動
車
税
】

　

療
育
手
帳
の
障
が
い
の
程
度
が
Ａ

の
人
・
精
神
障
害
者
保
険
福
祉
手
帳

を
持
ち
障
が
い
等
級
が「
１
級
」の
人
・

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
を
持
ち
障
害
者
等
級
が
主
に
「
３

級
、
３
項
症
、
３
款
症
」
以
上
の
人
。

必
要
書
類
▽
納
税
通
知
書
、
印
か
ん
、

各
障
害
者
手
帳
、
運
転
免
許
証
、

車
検
証

受
付
期
限
▽
５
月
25
日
㈫

　

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
税
務
課　
固
定
資
産
税
係

☎
43
‐
１
１
２
１

　
　
　
　
税
務
課　
市
民
税
係

☎
43
‐
１
１
２
０

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助

が
あ
り
ま
す

飲
用
水
検
査
補
助
と
浄
水
器
設

置
補
助
が
あ
り
ま
す

問
合
せ

有
料
指
定
ゴ
ミ
袋
制
に
お
け
る

卸
問
屋

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
に
つ
い
て

　

５
月
31
日
㈪
は
国
民
健
康
保
険
税

第
２
期
、
固
定
資
産
税
第
１
期
、
軽

自
動
車
税
の
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

口
座
振
替
の
人
は
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
５
月
の
夜
間
・
休
日
収
納
窓
口
】

日
時
▽
５
月
10
日
㈪
〜
31
日
㈪

※
土
曜
日
は
除
く

■
平
日　

午
後
５
時
半
〜
８
時

市
税
・
国
保
税
の
納
期
と
夜
間

収
納
窓
口

屋
が
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

取
扱
期
間
▽

　

  

４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日

【
取
扱
業
者
】

㈾
堤
商
店
、
㈾
堀
商
店
、
㈲
原
食
品
、

山
鹿
市
商
工
会
（
順
不
同
）

…
環
境
課　

☎
43
‐
７
２
１
１

■
日
曜　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
▽
本
庁
税
務
課

※
住
宅
使
用
料
・
上
下
水
道
料
・
保

育
料
・
介
護
保
険
料
な
ど
を
納
付
す

る
人
は
、
必
ず
納
付
書
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。…

税
務
課
収
納
係

　
☎
43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

問
合
せ

肝
炎
治
療
は
早
期
発
見
が
大
切

　

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
は
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る

肝
臓
の
病
気
で
す
。
自
覚
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
、
検
査
を
し
な
い

と
、
自
分
が
肝
炎
で
あ
る
か
ど
う
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

無
料
で
検
査
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
40
歳
以
上
で
ま
だ
一
度
も
検

査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
早

め
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

検
査
は
採
血
だ
け
で
す
の
で
、
短

時
間
で
終
了
し
ま
す
。

　

県
で
は
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

治
療
費
お
よ
び
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤

治
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

…
山
鹿
保
健
所☎43

‐
４
１
２
１

問
合
せ

問
合
せ

　

自
動
車
税
は
、
５
月
31
日
㈪
ま
で

に
最
寄
り
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
地
域
振
興
局
税
務

課
な
ど
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
税
務
課
収
納
係

　

☎
43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

自
動
車
税
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
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〉住宅型有料老人ホーム(仮称)丘の上ホーム
ケアビレッジ箱根崎 隣接

植 木
インター 至植木

マリン
スイミング

セブン
イレブン

国道３号

宮原バス停 森紙業

有料老人ホーム
丘の上ホーム

至山鹿

ケアビレッジ
箱根崎

ご利用になれる方

・ひとり暮らしの方。
・ご家族が仕事に出ていて
見守りがいない。など

～イタリアの小都市がモデルの新しい住まい～

<お問い合わせ先>
TEL:０９６－２７４－７７００  ケアビレッジ箱根崎内準備室  責任者：山下・西山

天　然　温　泉　の　入　浴　施　設

医　療 、　福　祉　施　設　が　隣　接8 0 室
募集中

【
山
鹿
市
国
際
・
地
域
間
交
流
事
業
補

助
金
】

　

民
間
団
体
が
主
催
す
る
、
山
鹿
市
の

優
れ
た
自
然
や
歴
史
文
化
を
生
か
し
た

国
際
・
地
域
間
交
流
に
よ
り
相
互
友
好

関
係
の
確
立
を
図
る
た
め
の
事
業
に
対

し
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
事
業
▽
民
間
団
体
が
主
催
す
る
国

際
・
地
域
間
交
流
事
業
（
教
育
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
、
福
祉
な
ど
の
活
動

に
よ
る
交
流
）

対
象
団
体
▽
市
内
に
活
動
の
拠
点
の
あ

る
団
体
で
、
国
際
・
地
域
間
交
流
事
業

の
活
動
実
績
が
認
め
ら
れ
る
団
体

対
象
経
費
▽
交
通
費
、
宿
泊
費
、
受
講

費
、
交
流
会
等
に
係
る
経
費

補
助
額
等
▽
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以

内
で
、
30
万
円
を
限
度
と
し
、
予
算
の

範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

…
企
画
課　

☎
43
‐
１
１
１
４

【
山
鹿
市
地
域
づ
く
り
推
進
補
助
金
】

　
個
性
豊
か
な
か
な
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
団
体
な
ど
が
主
体

　税理士による無料税務相談を行います。
青色申告記帳相談などその他、税に関することなら　
どんな相談でも構いません。予約は不要です。
　　
　日　時▷ 5 月 10 日㈪午後１時半〜４時半
　場　所▷鹿北総合支所相談室                     
         …鹿北総合支所市民生活課
　　　　　　　　　　　　　　　　☎３２‐３１１１

無料税務相談 認知症に関する相談

　

４
月
の
集
合
注
射
を
済
ま
せ
て
い

な
い
犬
の
飼
い
主
は
、
必
ず
受
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

期
日
▽
５
月
30
日
㈰

　

■
午
前
９
時
〜
10
時
ま
で

　
　

･

鹿
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
上
駐
車
場

　
　

･

鹿
央
総
合
支
所　

　

■
午
前
11
時
〜
正
午

　
　

･

菊
鹿
総
合
支
所

　
　

･

鹿
本
総
合
支
所

　

■
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

　
　

･
山
鹿
市
役
所
裏
側
駐
車
場

…
環
境
課
☎
43
‐
７
２
１
１

　認知症に関するさまざまなご相談に対応するため、
専用相談日を設けました。認知症疾患医療センターお
よび地域包括支援センターの専門職員が対応します。
相談は無料で秘密は厳守されます。
　相談日▷毎月第２・第４木曜日　午前 10 時〜正午
　場　所▷山鹿健康福祉センター

…介護保険課　地域包括支援センター
　　　　　　　　☎４３‐１０７７

問合せ

【
山
鹿
市
人
材
育
成
事
業
補
助
金
】　

　　

社
会
・
教
育
文
化
・
福
祉
お
よ
び

産
業
の
分
野
に
お
い
て
、
明
日
の
山

鹿
市
を
開
く
人
材
を
育
成
す
る
た
め

の
事
業
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

対
象
事
業
▽
先
進
地
の
視
察
研
修
、

体
験
学
習
、
技
術
者
育
成
な
ど

対
象
者
▽
◎
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

◎
市
内
に
活
動
の
拠
点
を
有
す
る
団

体◎
市
内
に
通
勤
、
通
学
す
る
人
な
ど

対
象
経
費
▽
受
講
料
ま
た
は
参
加
費
、

宿
泊
費
、
交
通
費
、
調
査
研
究
の
た

め
の
経
費

補
助
額
等
▽
対
象
経
費
の
2
分
の
1

以
内
で
、
個
人
の
場
合
は
、
１
人
あ

た
り
10
万
円
、
団
体
（
同
一
研
修

に
お
い
て
４
人
以
上
）
の
場
合
は
、

30
万
円
を
上
限
と
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
決
定
し
ま
す
。

★

　

山
鹿
市
地
域
づ
く
り
推
進
補
助
金
、

山
鹿
市
人
材
育
成
事
業
補
助
金
、
山

鹿
市
国
際
・
地
域
間
交
流
事
業
補
助

金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
実
施
す
る
三
十
日
前
ま
で

に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

問合せ

★ ★★

　

今
年
４
月
か
ら
ス
ト
ー
マ
用
具
に
限

り
「
在
宅
」
の
人
だ
け
で
な
く
「
入
院

お
よ
び
施
設
入
所
中
」
の
人
も
給
付
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

左
記
の
「
障
が
い
名
」
で
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
直
腸
機
能
障
害

・
ぼ
う
こ
う
機
能
障
害

・
ス
ト
ー
マ
の
著
し
い
変
形
な
ど
に
よ

り
ス
ト
ー
マ
用
具
使
用
が
困
難
な
人
や

３
歳
以
上
で
高
度
の
排
尿
障
害
ま
た
は

脳
原
性
運
動
機
能
障
害
か
つ
意
思
表
示

困
難
者

 

…
い
き
が
い
推
進
課

　
　

☎
43
‐
０
０
５
２　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

問
合
せ

的
に
取
り
組
む
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
事
業
▽
市
全
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
地
域
づ
く
り
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
、

世
代
間
交
流
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
）

対
象
団
体
▽
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
活
動
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま

た
は
こ
れ
に
準
ず
る
５
人
以
上
の
団
体

対
象
経
費
▽
事
業
に
か
か
る
消
耗
品
や

使
用
料
、
原
材
料
費
な
ど
別
に
定
め
る

基
準
が
あ
り
ま
す
。

補
助
額
等
▽
１
団
体
20
万
円
を
限
度
と

し
、
予
算
の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

問
合
せ

狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
追
加

問
合
せ

オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門
・
人

工
ぼ
う
こ
う
）を
お
持
ち
の
人
は

地
域
づ
く
り
推
進
補
助
金
な

ど
申
請
受
付
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　年金事務所（社会保険事務所）の専門官
が相談を受けます。
　年金手帳や年金証書など基礎年金番号が
わかるものと印かんをご持参ください。
　日時▷ 5 月 17 日㈪・26 日㈬
　　　　午前 10 時〜午後３時
　　　　（正午〜午後１時を除く）　　　

年 金 出 張 所 相 談

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る

心
配
ご
と
相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の

支
所
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
山
鹿
】

①
一
般
相
談
▽
5
月
7
日
・
21
日
㈮

　　　　　　　
午
前
９
時
〜
正
午

②
司
法
相
談
▽
5
月
14
日
㈮

　
　
（
土
地
・
登
記
関
係
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▽
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　

社
協
本
所
・
山
鹿
支
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

①
一
般
相
談
▽
5
月
６
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所
▽
鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】　

①
一
般
相
談
▽
5
月
12
日
㈬

午
前
９
時
〜
正
午

②
心
の
悩
み
・
物
忘
れ
相
談
▽　
　

　
　
　
　
　
　

５
月
26
日
㈬
要
予
約

　
　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
▽
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

ひ
ま
わ
り
館
☎
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

①
一
般
相
談
▽
5
月
11
日
㈫

午
前
９
時
〜
正
午

②
法
律
相
談
▽
5
月
25
日
㈫
要
予
約

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▽
鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

場所▷市役所１階　会議室
５月から予約制となります。相談日の５
日前までに電話で予約をお願いします。
問合せ…国保年金課
　　　　　　　☎４３‐１５３０

　

５
月
１
日
〜
７
日
ま
で
は
憲
法
週

間
で
す
。

日
時
▽
５
月
10
日
㈪
（
27
日
は
熊
本

県
民
交
流
会
館
パ
レ
ア
で
も
あ
り
す
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場
所
▽
熊
本
地
方
家
庭
裁
判
所
山
鹿

支
部

相
談
担
当
者
▽
弁
護
士
、
民
事･

家

事
調
停
委
員
、
法
務
局
職
員

※
民
事
、刑
事
の
法
律
問
題
、サ
ラ
金
・

破
産
問
題
、
離
婚
・
相
続
な
ど
の
問
題
、

登
記
、
人
権
問
題
な
ど

…
熊
本
地
方
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
５
１
４
１

　
　
　
　
　

熊
本
地
方
裁
判
所
総
務
課

☎
０
９
６
‐
３
２
５
‐
２
１
２
１

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
６
月
１
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場
所
▽
山
鹿
市
中
央
公
民
館

　
　
　

鹿
本
町
親
和
荘

　
　
　

菊
鹿
総
合
支
所

　
　
　

鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　

鹿
央
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

相
談
員
▽
法
務
局
山
鹿
支
局
職
員

　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員

…
熊
本
地
方
法
務
局
山
鹿
支
局

　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
２
４
１
１

　

人
権
啓
発
課　

☎
43
‐
１
１
９
９

　

行
政
に
関
す
る
意
見
や
要
望
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
▽
５
月
18
日
㈫

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」☎

46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

　

①
一
般
相
談
▽
5
月
10
日
㈪

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

　

②
司
法
相
談
▽
5
月
24
日
㈪

　
　
（
多
重
債
務
・
成
年
後
見
関
係
）

午
前
10
時
〜
正
午

②
場
所
▽
鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
３
４

問
合
せ

特
設
人
権
相
談
所
開
設

行
政
相
談
所
開
設

心
配
ご
と
相
談

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場
所
▽
山
鹿
市
役
所
三
階
会
議
室

相
談
員
▽　

行
政
評
価
事
務
所
職
員

　
　
　
　
　

行
政
相
談
委
員

【
行
政
相
談
委
員
】

山
鹿
地
区　
　

島
田
裕
子　

　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
５
５
１
９

鹿
北
地
区　
　

杉　

勝
典　

　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
３
０
８
０

菊
鹿
地
区　
　

小
澄　

隆

　
　
　
　
　
　

☎
48
‐
３
２
０
２

鹿
本
地
区　
　

森
本
弘
毅

　
　
　
　
　
　

☎
46
‐
２
６
８
２

鹿
央
地
区　
　

中
山
知
博

　
　
　
　
　
　

☎
36
‐
２
２
１
５

…
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

　
　

☎
０
９
６
‐
３
２
４
‐
１
６
６
２

無
料
法
律
相
談
会

　
相
　
談

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ
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〈 

有
料
広
告 

〉

　

全
国
的
に
も
有
名
な
山
鹿
の
郷
土

芸
能
「
山
鹿
灯
籠
踊
り
」。
こ
の
保
存

会
の
踊
り
手
と
地
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

初
心
者
で
も
大
歓
迎
で
す
。
踊
り

手
は
未
婚
に
限
り
ま
す
。
気
軽
に
の

ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
▽
週
に
１
回
〜
２
回
（
夜
）

【
踊
り
・
地
方
練
習
見
学
会
】

日
時
▽
５
月
25
日
㈫　

午
後
８
時
〜

場
所
▽
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン

タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」　

…
山
鹿
灯
籠
踊
り
保
存
会
事
務
局

（
観
光
課
内
）　　
　

☎
43
‐
１
５
７
９

山
鹿
灯
籠
踊
り
保
存
会　

踊
り
手
・
地
方
募
集

　

山
鹿
市
で
は
、
第
４
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
拠
点
や
介
護
予
防
の
拠
点
の
整

備
を
進
め
る
「
山
鹿
市
地
域
介
護
・
福

祉
空
間
整
備
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
期
待

で
き
る
事
業
者
を
公
平
・
公
正
に
選
ぶ

た
め
に
、
次
の
施
設
整
備
を
行
う
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

整
備
予
定
施
設
▽

①
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護　

２
カ
所

②
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

　

１
カ
所

③
介
護
予
防
拠
点　

５
カ
所

補
助
方
法
▽
こ
れ
ら
の
施
設
整
備
お
よ

び
事
業
を
行
う
事
業
者
に
対
し
、
市
が

定
め
た
範
囲
で
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

募
集
期
間
▽
６
月
10
日
㈭
ま
で

　

応
募
要
件
、
選
定
方
法
な
ど
、
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

…
介
護
保
険
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
０
７
７

　

和
太
鼓
を
叩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

ス
ト
レ
ス
も
吹
き
飛
び
ま
す
よ
。

期
間
▽
５
月
８
日
㈯　

開
校
式

　
　
　
　

〜
平
成
23
年
３
月
ま
で

時
間
▽
午
後
７
時
〜
８
時
半

　
　
　
　
　
　
　
（
月
２
回
）

場
所
▽
市
民
野
球
場
一
塁
側
倉
庫

　
　
　
（
山
鹿
太
鼓
保
存
会
練
習
場
）

対
象
者
▽
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

参
加
費
▽
月
１
、０
０
０
円

（
ば
ち
代　

２
、０
０
０
円
）

…
山
鹿
太
鼓
保
存
会
会
長　

今
井

☎
０
９
０
‐
２
３
９
６
‐
８
５
２
８

　
　

観
光
課
…
☎
４
３
‐
１
５
７
９

　
60
歳
代
前
半
層
の
人
を
対
象
に

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
を
行
い

ま
す
。
受
講
を
希
望
す
る
人
は
申
込

く
だ
さ
い
。
募
集
人
員
20
人
（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

日
程
▽
６
月
10
日
㈭
〜
７
月
23
日
㈮

（
内
23
日
間
）

募
集
期
限
▽
５
月
25
日
㈫
ま
で

場
所
▽
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

ミ
ナ
ル

※
厚
生
労
働
省
委
托
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
無
料

…
㈳
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

　

☎
44
‐
１
８
５
０

太
鼓
教
室

介
護
な
ど
の
施
設
整
備
事
業
者

を
募
集

問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

障がい者・児相談

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
受

講
生
募
集

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
元
気
で
自

立
し
た
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
支

援
す
る
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
座
修
了
後
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
介
護
予
防
事
業
な
ど
の
お
手
伝
い
を

月
に
数
回
程
度
予
定
し
て
い
ま
す
。（
若

干
の
報
酬
あ
り
）

日
程
▽　

６
月
4
日
㈮

　
　
　
　

６
月
11
日
㈮

　
　
　
　

６
月
18
日
㈮

　
　
　
　

６
月
25
日
㈮

時
間
▽
午
前
９
時
半
〜
正
午

内
容
▽
運
動
・
栄
養
・
口
腔
衛
生
の
介

護
予
防
に
つ
い
て
、知
識
と
実
践
方
法
、

タ
オ
ル
体
操
な
ど

会
場
▽
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
座
定
員
▽
30
人

講
座
申
込
締
切
▽
５
月
20
日
㈭

…
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
43
‐
１
０
７
７

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
受
講
生
募
集

日時▷　第２・４火曜日
　　　　午前９時〜正午
場所▷　菊鹿健康福祉センター
　　　　　　　　　　　　ひまわり館

…菊鹿健康福祉センター　　
　　　　　　　　　　☎４８‐４６６６

日時▷　５月 13 日㈭（要予約）
　　　　午後２時〜４時
場所▷　山鹿保健所
嘱託医▷山鹿回生病院

…山鹿保健所　
　☎４４‐４１２１

日時▷毎週水曜日
　　　午前９時〜 11 時半受付
場所▷山鹿健康福祉センター

…いきがい推進課　
☎４３‐００５２

精神保健相談 障がい者・児ふれあい相談

問合せ問合せ
問合せ

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

　
募
集
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〈 

有
料
広
告 

〉

　

無
違
反
の
人
で
次
に
該
当
し
、
表

彰
を
希
望
す
る
人
を
表
彰
し
ま
す
。

①
山
鹿
地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員

で
あ
る
こ
と
。（
山
鹿
警
察
署
管
内
に

住
み
、
免
許
更
新
時
に
交
通
安
全
協

会
費
を
納
め
た
人
）

②
運
転
免
許
を
取
得
し
た
後
、
平
成

22
年
６
月
末
日
現
在
で
、10
年
、20
年
、

30
年
、
40
年
以
上
そ
れ
ぞ
れ
経
過
し

て
い
る
人
。
こ
の
間
に
交
通
事
故
が

な
く
、
行
政
ま
た
は
刑
事
処
分
が
な

い
人
。

③
平
成
22
年
６
月
末
日
か
ら
過
去
３

年
間
に
交
通
違
反
（
違
反
点
数
３
点

以
内
の
軽
微
な
違
反
を
含
む
）
が
な

　

山
鹿
市
体
育
指
導
員
協
議
会
山
鹿

支
部
で
は
、
ゆ
う
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
ロ
ー

ド
を
利
用
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
自
転
車
の
貸
出
可
。

日
時
▽
５
月
16
日
㈰

午
前
９
時
集
合
〜
12
時
終
了
予
定

集
合
場
所
▽
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル

コ
ー
ス
▽
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ

ル
〜
分
田
駐
車
場
折
り
返
し

参
加
料
▽
１
０
０
円
（
保
険
料
を
含

む
）、
30
人
を
募
集

締
切
▽
５
月
10
日
㈪
ま
で　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

…
山
鹿
市
教
育
委
員

会
社
会
体
育
課　

☎
43
‐
０
０
９
０

　

山
鹿
市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
林
産

物
お
よ
び
工
芸
品
で
あ
れ
ば
出
荷
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　

…
株
式
会
社　

小
栗
郷

　
　
　

☎
32
‐
４
１
１
１

　

国
土
交
通
省
菊
池
川
河
川
事
務
所

で
は
、
年
２
回
菊
池
川
の
堤
防
の
除

草
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
除

草
で
は
、
大
量
の
刈
草
が
発
生
し
ま

す
が
、
環
境
へ
の
影
響
を
考
え
、
有

効
な
資
源
と
し
て
刈
草
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
進
め
て
い
ま
す
。
敷
き
ワ
ラ
や

堆
肥
な
ど
に
、
有
効
に
使
い
た
い
人

に
無
料
で
刈
草
を
差
し
上
げ
ま
す
。

提
供
で
き
る
時
期
▽

１
回
目　

６
月
上
旬
〜
８
月
上
旬

●
締
切　

５
月
31
日
㈪
ま
で

２
回
目　

９
月
下
旬
〜
11
月
下
旬

※
希
望
が
あ
れ
ば
、
希
望
者
ご
本
人

に
よ
る
除
草
も
可
能
で
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

敷
き
ワ
ラ
、
堆
肥
、
牛
の
え
さ
な

ど
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
原
則

と
し
て
、
除
草
場
所
の
近
く
ま
で
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
刈
草
に
は
、

ゴ
ミ
な
ど
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
刈
草
の
転
売
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
生
け
花

教
室
を
行
い
ま
す
。

期
間
▽
５
月
〜
２
月　

　
　

第
２
・
４
土
曜
日

　
　
（
５
月
の
み
第
３
、
第
５
土
曜
日
）

対
象
▽
市
内
の
小
中
学
生

募
集
人
員
▽
30
人

受
講
料
▽
無
料　

※
花
代
は
実
費
。
７
０
０
円
程
度

持
参
す
る
も
の
▽
タ
オ
ル
、
新
聞
紙

※
生
け
花
用
具
は
こ
ち
ら
で
準
備
し

ま
す
。

申
込
締
切
▽
５
月
12
日
㈬
ま
で

…
石
本
康
代

☎
44
‐
３
１
０
９

　
　
　
　
　
　

…
中
司
明
美

☎
44
‐
３
２
６
５

刈
草
を
差
し
上
げ
ま
す
。

永
年
無
違
反
運
転
者
表
彰
募
集

第
１
回
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
参

加
者
募
集

内容▷バルーンアート、金魚すくい、さかなつかみどり、授乳体験
　　　コーナー、消防自動車コーナー、灯籠娘なりきり体験 ､ミニ
　　　SLコーナー、ゲームコーナーなど盛りだくさん。ステージでも、
　　　侍戦隊シンケンジャーショー、航空自衛隊西部航空音楽隊
　　　公演、バナナのたたき売りなどがあります。時間など詳しく
　　　は問い合わせください。
　　　
　　　　　　　 …菊鹿総合支所　☎４８−３１１１

道
の
駅
か
ほ
く
小
栗
館
に
出

荷
し
ま
せ
ん
か
。

小
中
学
生
対
象
の
生
け
花
教
室

問
合
せ

問合せ

申
込
・
問
合
せ

い
人

申
込
方
法
▽
免
許
証
・
印
か
ん
を
持
参

し
、
平
日
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時

ま
で
に
山
鹿
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務

局
（
山
鹿
警
察
署
内
）
に
あ
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
請
締
切
▽
５
月
28
日
㈮

…
山
鹿
地
区
交
通
安
全
協
会

事
務
局　
　
　
　

☎
43
‐
１
８
８
７

問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

…
国
土
交
通
省
菊
池

川
河
川
事
務
所
山
鹿
出
張
所　

☎
44
‐
２
１
７
７

申
込
・
問
合
せ
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仕事の相談はお気軽に・山鹿市地域職業相談室　☎ 43-1724　
⃞▶一　般

①正・准看護師　17 万 6 千円　②介護職員　12 万〜 18
万円　③生活相談員　17 万〜 22 万円　④一般事務員　
　11 万〜 13 万円　　⑤美容部員 12 万〜 15 万円　⑥美
容・理容師 12 万 4 千円〜 33 万 6 千円　⑦山林作業員　
13 万 6 千円〜 21 万円　⑧板前・板前見習い　12 万 5 千
円〜 26 万円　⑨成形加工オペレーター　13 万 5 千円〜
20 万円　⑩機械組立工　15 万〜 20 万円　⑪電気工事士
15 万〜 20 万円　⑫水泳指導員　15 万円　　　　　　

⃞▶パート

①正・准看護師　時給 750 円〜 1000 円　②歯科助手　
時給 750 円〜 1000 円　③ホームヘルパー　時給 1000
円〜 1200 円　④案内状配布係　時給 800 円　⑤フロン
ト・接客　時給 700 円　⑥接客　時給 780 円〜 975 円
⑦皿洗い・ホール　時給 650 円〜 800 円　⑧清掃作業
員　時給 650 円　＊詳細は、ご来室・ご相談ください。なお、
すでに採用済みの場合もあります。職業相談室は、勤労青少年
ホーム１階（市役所裏中央公民館となり）です。   　　

※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室　☎ 43‐1118問合せ

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

３/９ 八千代座交流施設建設工事 山鹿地内
エスケーホーム・竹
熊建設・永田建築建
設工事共同企業体

196,245,000

３/ ９ 八千代座交流施設機械設備工事 山鹿地内 ㈲泰明設備 26,754,000

３/ ９ 八千代座交流施設電気設備工事 山鹿地内 ㈲矢野電設 25,042,500

入札結果の報告（３月分）

　

催
し

　

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
と
脳
外
科
医
師
に
よ
る
講

話
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

看
護
の
日
の
イ
ベン
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時
▽
5
月
11
日
㈫

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

場
所
▽
山
鹿
市
中
央
病
院
外
来
ロ
ビ
ー

イ
ベ
ン
ト
内
容
▽
血
圧
、
血
糖
測
定
、

栄
養
相
談
、
福
祉
用
具
展
示
な
ど

※
無
料
の
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

…
山
鹿
中
央
病
院　

☎
43
‐
６
６
１
１

　

山
鹿
市
民
病
院
新
病
棟
完
成
の
市

民
内
覧
会
を
開
き
ま
す
。
新
病
棟
を

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

見
学
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
５
月
4
日
㈫

　
　
　

午
後
４
時
〜
午
後
５
時
半

受
付
▽
市
立
病
院
玄
関
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

職
員
が
ご
案
内
し
ま
す
。

…
山
鹿
市
立
病
院
総
務
課

☎
44
‐
２
１
８
５

看
護
の
日
の
イ
ベ
ン
ト

看
護
の
日
の
イ
ベ
ン
ト

山
鹿
市
立
病
院
新
病
棟
完
成

内
覧
会
の
ご
案
内

問
合
せ

問
合
せ

　

５
月
に
入
り
、
ホ
タ
ル
の
便
り
が

届
き
ま
し
た
。
今
年
も
恒
例
の
「
ホ

タ
ル
の
夕
べ
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▽
5
月
15
日
㈯
〜
5
月
22
日
㈯

　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

会
場
▽
一
ッ
目
公
園
（
久
原
）

駐
車
場
▽
無
料
（
約
20
台
）

…
環
境
課
☎　

43
‐
７
２
１
１

日
時
▽
５
月
9
日
㈰

午
前
８
時
半　

受
付
開
始

午
前
９
時
半　

安
全
祈
願
祭
開
始

場
所
▽
国
見
山
登
山
道
入
り
口

　

鹿
北
町
で
唯
一
１
、０
０
０
メ
ー
ト

ル
級
を
誇
る
山
で
す
。
新
緑
を
楽
し

み
な
が
ら
登
山
し
ま
し
ょ
う
。

…
鹿
北
総
合
支
所

☎
32
‐
３
１
１
１

第
25
回　

ホ
タ
ル
の
夕
べ

国
見
山
山
開
き

　

歴
史
に
興
味
が
あ
る
人
大
集
合
。

鹿
本
郡
市
文
化
財
保
護
協
会
の
総
会

を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時
▽
５
月
19
日
㈬
午
後
１
時
受
付

場
所
▽
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン

タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

講
師
▽
中
村
幸
史
郎
氏

演
題
▽
方
保
田
東
原
遺
跡
と
邪
馬
台

国
時
代

入
場
▽
無
料

年
会
費
▽
２
、０
０
０
円

…
鹿
本
郡
市
文
化
財
保
護
協

会
事
務
局
（
山
鹿
市
文
化
課
）

　
　
　
　
　
　

☎
46
‐
５
５
１
２

問
合
せ

問
合
せ

総
会
と
講
演
会
の
ご
案
内

日
時
▽
5
月
11
日
㈫
午
後
７
時
〜

場
所
▽
法
事
の
館　

夢
想
庵

テ
ー
マ
▽
蛍
合
戦
Ｉ
Ｎ
一
つ
目
神
社

会
費
▽
５
０
０
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま

す
。

…
法
事
の
館　

夢
想
庵

　

☎
43
‐
２
２
１
１

と
も
び
き
塾

問
合
せ

日
時
▽
5
月
15
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

場
所
▽
保
利
病
院
外
来
ロ
ビ
ー

内
容
▽
血
圧
・
血
糖
測
定
・
身
体
測
定

（
身
長
、
体
重
、
腹
囲
）・
認
知
症
簡
易

検
査･

栄
養
相
談
・
服
薬
相
談
・
健
康

相
談
ほ
か

【
講
話
】

演
題
「
脳
梗
塞
の
症
状
と
生
活
改
善
」

講
師　

脳
外
科
医
師　

是
松
先
生

時
間　

午
後
４
時
半
か
ら
５
時

会
場　

４
階
会
議
室

　

ご
来
場
の
皆
さ
ん
に
は
、
タ
オ
ル
ハ

ン
カ
チ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

…
保
利
病
院

☎
43
‐
１
２
１
２

問
合
せ

問
合
せ
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チヨマツ

＊都合により変更になる場合があります。（鹿本郡市医師会）＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

5 月

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
　までどうぞ（☎４４‐４００４）

開催日 行　事　名 時間 料金

9 日㈰ 琴伝流大正琴琴響会発表会 午後 無料

12 日㈬ 休館日 — —

14 日㈮ 岡山市立福浜中学校
修学旅行伝統芸能鑑賞会 夜間 関係者

15 日㈯ 「’ １０　和み」 日中 有料

16 日㈰ 福山カラオケ歌謡祭 日中 無料

18 日㈫ 平成 22 年度倫理経営講演会
テーマ　日本創生の心 夜間 有料

23 日㈰ 第 60 回熊本県地域婦人会大会 日中 関係者

30 日㈰ カレイヒナラニ堀川
フラフェスティバル 午後 無料

⃞▶服部秋彦風景スケッチ展ー道子と歩いた緑
　ある風景をたずねて
　　前期▷５月１ 日㈯〜 15 日㈯まで
⃞▶きらめき展
　　押し花、絵手紙、布絵、ちぎり絵、それぞれの素材
　　で表現します。
　　後期▷ 5月 17 日㈪〜 31 日㈪まで
　　　　　　（最終日はそれぞれ 15：00 まで）

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）☎４４‐４８３５
時間▷ 11：30 〜 21：00（日曜日定休）
                                              最終日は 15:00 まで

５
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

　
　
　

お
よ
び
当
番
薬
局

日 ( 曜） 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時
２日㈰ 横手医院 /吉里医院 /幸村医院 岩下薬局
３日㈷ 藤原クリニック /平井藤岡医院 岩下薬局
４日㈷ 大橋通クリニック /きくか松岡クリニック 江上薬局大橋通店 /岩下薬局
５日㈷ 桑木内科 /まえはら泌尿器科クリニック 岩下薬局
９日㈰ 井上小児科医院 /かもと整形外科医院 まつ薬局
16 日㈰ 山鹿温泉リハビリテーション病院 / 大山産婦人科医院 岩下薬局
23 日㈰ 保利病院 エース薬局 /まつ薬局
30 日㈰ 徳永循環器科内科医院 /小林医院 まつ薬局

狂言教室生募集
八千代座では毎年、狂言教室を行っています。小学１
年生から７０代まで、楽しく稽古を続けています。皆
さんも参加して八千代座の舞台に立ってみませんか。
　□期　間　6月〜平成 23 年 3月
　□稽古日　原則として月曜日
　　　　　　午後 6時から 8時までの月２回
　□費　用　年間 2万円（３年目以降は 3万円）
　□問い合せ先　八千代座　☎４４‐４００４

子供カブキ教室生募集
八千代座で子供カブキをやりませんか。歌舞伎役者で、
元国立劇場講師の中村又蔵先生に教えていただきます。
　□期　間　6月〜平成 23 年 2月
　□対　象　保育園から小学生まで
　□参加費　文化庁の支援で開催しますが、運営費と
　　　　　　して期間中１回５千円のご協力をお願い
　　　　　　します。
　□問い合せ先　山鹿市民歌舞伎の会　松葉

☎０９０‐２５０１‐７２５１　　
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お問い合わせは、健康増進課（保健師）
まで（健康福祉センター内）　　
　　　　　　　　　☎４３‐００５０ 赤ちゃん と みんな の 健康情報赤ちゃん と みんな の 健康情報

Vol.13

　乳がんにかかる人は年々増え続けており、18 人
に 1人の女性が乳がんになることが報告されてい
ます。
　乳がんは、小さな腫

しゅよう

瘍の段階で、全身に広がり
やすいがんです。手術による局所の治療を行うだ
けで治癒するのは、マンモグラフィー検診で発見
されるような自覚症状を伴わない乳がんです。
　広がっている乳がんは手術では治療することが
できません。幸い、乳がんは手術以外の治療、特
に薬物治療の研究が進んでおり、治療のための抗
がん剤などの種類が豊富です。こうした薬剤で、
目に見えない段階で治療することで、隠れていた
転移病変がだんだん大きくなって術後しばらくし
てから再発する可能性を減らすことが可能です。

乳がんについて
山鹿市立病院
乳腺外来　
村上　敬一

　また、明らかにあちこちに広がっている乳がんに
ついては、病気を完全に消失させることはできませ
んが、進行を遅らせて、症状を和らげることができ
ます。
　山鹿市立病院では、こうした乳がんの薬物治療を
安全に受けることが可能です。しかし、抗がん剤な
どの薬物治療がいらない段階で乳がんの治療を受け
られることがより大切です。このために不可欠なこ
とは、きちんとした乳がん検診を受診することです。
　従来は視・触診で行われていた乳がん検診は、早
期乳がんの発見が大切であることから、平成 16 年よ
りマンモグラフィー検診に切り替わりました。
　詳しい乳がん検診のご案内は、健康福祉センター健康増進課

（☎４３－００５０）へ

麻しん・風しん（MR）予防接種を受けましょう		
　

　麻しん（はしか）は、感染力の大変強い感染症です。自
分が感染しないためだけでなく、周りの人に感染を広げな
いためにも予防接種は有効です。体調のよいときに早めに
接種を受けましょう。	 	
●対象となる人　
　第１期　生後１歳～２歳未満	 	 	 　
　第２期　５歳以上７歳未満で小学校就学前の１年間（年長　
　　　　　　児）/平成 16 年 4月 2日～平成 17 年 4月 1日生	
　第３期　中学１年生に相当する年齢のもの /

　　　　　　　　平成 9年 4月 2日～平成 10 年 4月 1日生
　第４期　高校３年生に相当する年齢のもの /
　　　　　　　　　　平成４年４月２日～平成５年４月１日生	
●接種期間　平成 23 年 3月 31 日まで
　　　　　　※第 2.3.4 期の対象となる人のみ
●接種料金　無料
　　　　　　※対象年齢・時期を過ぎると自己負担になります
●医療機関名は、広報やまが 4月号、山鹿市ホームペー
ジに掲載しています。	 	 	 	 	
お詫び：広報やまが 4月号掲載の個別予防接種協力医療機関（平
成 22 年度）に下記の記載漏れがありました。
MR（麻しん・風しん）１～ 4期の受託医療機関に [桑木
内科 ]を追加してください。	 	 	 	

集団予防接種　ポリオを受診しましょう
●対象となる人　生後 3カ月〜 90 カ月未満
●接種方法　　　経口投与で２回、41 日以上間隔を置い
　　　　　　　　て春と秋で２回　
●生後６カ月未満で、BCG接種が済んでいない人は BCGから
済ませてください。三種混合１期初回を１回でも受けた人は 3
回済ませてから接種してください。不明な点は問い合わせを。

　ヘルスメイト（食生活改善推進員）
養成講座受講生募集

　バランスのとれた食事は健康の基本です。自らの健康状態
や生活習慣病の予防方法を知ることのできる講座へ参加し
て、健康や食生活について学び、ヘルスメイト（食生活改善
推進員）になって、講座で得た知識を家庭や地域で生かして
みませんか？
■募集人数　30 人（定員になり次第締め切ります）
■受講料　　無料　※ 調理実習には米 0.5 合を持参
■時間　　：午前 9 時 30 分～午後 1 時　
■場所　　：山鹿健康福祉センター
■対象　　：山鹿市在住の人　※ 男女は問いません。
■申込期日：6 月 10 日㈭まで

（電話で申し込みください）
申込・問い合わせ先：健康増進課（☎４３－００５０）
　●カリキュラムは全 9 回です　　　　　　　 
　　　　　　 
　　　　
　　　　　　 
　
　　　　　　　　　　　　　　

1 　6 月 21 日㈪ 開講式
2 　7 月　8 日㈭ 健康づくりと健康日本 21
3 　8 月 12 日㈭ 自分の身体を知ろう（血液検査の結果から）

4 　9 月 17 日㈮ 健康づくりのための運動（ゆ〜かむ）
5 10 月 14 日㈭ 健康づくりのための食生活　
6 11 月 18 日㈭ 子どもの健康と食事
7 12 月　9 日㈭ ヘルスメイトとは ?/ 正月料理（伝承料理）　
8 　1 月 13 日㈭ リサイクルプラザ見学
9 　2 月 17 日㈭ 閉講式
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日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
育児相談 9:30〜 11:00

【ひだまり】
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:00 受付
     　　【ひだまり】

１歳６か月児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を
除く )・鹿北・鹿央、
20 年９月生 ) 13:30 〜
14:00 受付    【山健福】

９ 10 11 12 13 14 15
育児相談 9:30 〜 11:00
【山健福・鹿北老福】

母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付
             　【山健福】

乳児健診
（三玉・菊鹿・鹿本、
21 年９月・22 年１月
生 ) 13:30 〜 14:00 受
付　　  　【ひだまり】

ポリオ予防接種
13:40 〜 14:40 受付

　　  　【山健福】

16 17 18 19 20 21 22
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付
             　【山健福】

３・４か月児健診
（山鹿 ( 三玉を除く )・
鹿北・鹿央、22 年１
月生 ) 13:30 〜 14:00
受付　　  　【山健福】

ポリオ予防接種
13:40 〜 14:40 受付
　　  　【ひだまり】

３歳児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を
除く )・鹿北・鹿央、
19 年１月生 )13:30 〜
14:00 受付 【山健福】

23 24 25 26 27 28 29
育児相談 9:30 〜 11:00

【鹿央研セ】
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付
             　【山健福】

７・８か月児健診
山鹿 ( 三玉を除く )・
鹿北・鹿央、21 年９
月生 ) 13:30 〜 14:00
受付　         【山健福】

１歳６か月児健診
（大道・三玉・菊鹿・
鹿本、20 年９月生 ) 
13:30 〜 14:00 受付

　【ひだまり】

３歳児健診
（大道・三玉・菊鹿・
鹿本、19 年１月生 ) 
13:30 〜 14:00 受付

　　【ひだまり】

30 31
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付
             　【山健福】

憲法記念日

♣応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
　掲載ご希望の人は、写真とメッセージ、住所、氏名、
　生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送またはご
　持参ください。

♡ぼくからのメッセージ
　また　あそんでね♪
　じいじ　ばあば　
　大すきだよ♡

     だいと

栗木　大翔ちゃん
（H20.4.2 生れ）

久原（山鹿）

　　み　う

栗木　美羽ちゃん
（H20.4.2 生れ）

久原（山鹿）

♡わたしからのメッセージ
　じいじ　ばあば　
　いつもありがとう♡
　わたしも大スキだよ♡

赤ちゃん大募集！赤ちゃん大募集！

【山健福】　　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本生涯学習・健康セ
　　　　　　ンター ひだまり

【ひまわり館】菊鹿健康福祉センター
　　　　　　  ひまわり館
【鹿央研セ】　鹿央多目的研修センター
【鹿北老福】　鹿北老人福祉センター

健康カレンダー
場所の省略表記

５

みどりの日 こどもの日

献血にご協力ください ②山鹿警察署
　５月 26 日㈬ 　 ９：３０〜１１：３０
③山鹿健康福祉センター
　５月 26 日㈬　１３：００〜１６：００
　　　…健康増進課　☎４３‐００５０問合せ

場所と時間▷
①オムロン　リレーアンドデバイス
　５月 10 日㈪　９：３０〜１１：３０
　　　　　　　１２：３０〜１６：００
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◆市◇民◆文◇芸◆

【
短
　
歌
】

石
人
短
歌
会　

三
月
例
会

富
田
豊
子
選

ひ
と
と
せ
の
逢
瀬
う
れ
し
き
内
裏
雛
い
に
し

へ
人
の
眼ま
な
差ざ

し
や
さ
し　
　
　

上
妻
千
佐
子

　
映
像
は
川
遡さ
か
の
ぼり
純
白
の
津
波
の
余
波
の
勢
い

速
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
手　
　

淑

菜
の
花
を
吹
く
風
こ
の
身
に
や
さ
し
く
て
早

や
も
米
寿
の
年
と
な
り
た
り　

後
藤
シ
キ
エ

鹿
央
短
歌
会　

三
月
作
品

雪
解
け
の
水
を
満
た
せ
る
木
曽
川
に
浮
く
水

鳥
の
声
か
ま
び
す
し　
　
　
　

立
山　

〆
子

　
　
　

手
編
み
せ
し
モ
ヘ
ア
の
ベ
ス
ト
夫
逝
き
て
形

見
と
な
り
て
我
が
背
暖
む　
　

木
下
志
摩
子

老
人
会
の
芸
能
大
会
ま
た
楽
し
歌
と
踊
り
と

賑
ふ
一
日　
　
　
　
　
　
　
　

木
下　

精
子

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　

桜
見
の
人
だ
か
り
行
く
道
の
端
花
び
ら
吹
雪

お
し
み
な
く
降
る　
　
　
　
　

池
田　

敏
子

池
の
面
に
桜
は
ら
は
ら
舞
ひ
散
り
て
鴨
の
八

羽
が
水
脈
引
き
泳
ぐ　
　
　
　

平
野　
　

妙

小
鳥
ら
の
く
ち
ば
し
の
ご
と
き
形
し
て
梅
の

新
芽
の
数
多
萌
え
出
づ　
　
　

野
口　

暉
夫

鹿
北
短
歌
会　

四
月
例
会

わ
が
育
て
し
大
根
太
く
み
ず
み
ず
し
冬
日
背

に
し
て
切
干
を
き
る　
　
　
　

西
牟
田
節
代

如
月
の
雨
に
濡
れ
ゐ
る
蝋
梅
の
か
ほ
り
儚
く

し
ず
く
と
な
り
ぬ　
　
　
　
　

徳
永　

則
子

相
次
ぎ
て
身
近
き
人
を
葬
り
た
り
梅
花
か
な

し
も
如
月
の
ま
ま　
　
　
　
　

弓
掛
ム
ツ
子

鹿
本
町
短
歌
会　

 

水
仙
の
百
の
眼
よ
大
い
な
る
白
き
ブ
ー
ケ
に

結
ひ
て
渡
さ
む　
　
　
　
　
　

大
友　

清
子

張
り
つ
め
し
空
気
ほ
ど
け
て
春
は
来
ぬ
日
ご

と
去
り
ゆ
く
街
川
の
鴨　
　
　

今
村
久
美
子

手
を
入
る
る
人
と
て
な
き
か
梅
林
の
荒
れ
し

樹
形
に
常
な
き
を
見
る　
　
　

立
山　

德
明

菊
鹿
短
歌
会　

三
月
作
品

連
翹
は
春
の
先
触
れ
寒
よ
り
の
抜
け
出
だ
す

べ
き
黄
の
あ
ざ
や
か
さ　
　
　

森
田　

洋
子

庭
に
二
本
鴇
色
や
さ
し
き
桃
咲
き
て
人
工
受

粉
を
な
し
つ
つ
仰
ぐ　
　
　
　

片
山　

陽
子

春
風
に
も
ま
れ
て
落
ち
る
黐
の
葉
を
朝
夕
に

掃
く
吾
の
仕
事
に　
　
　
　
　

坂
本
フ
サ
子

【
俳
　
句
】

タ
ッ
プ
俳
句
教
室　

幸
せ
は
歩
く
数
だ
け
春
の
道

村
上　
　

和

ぽ
か
ぽ
か
と
眠
気
を
さ
そ
う
春
日
差
し

　
　
　
　

中
村　
　

遙

春
風
に
乱
れ
し
髪
も
乙
女
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

和
代

鹿
本
俳
句
教
室　

 
二
月
例
会

利
光
釈
朗
選　
　

鶏
合
囲
み
し
人
等
今
は
亡
く

　
　
　

坂
本　

礼
子

囀
り
や
子
等
の
歌
声
燥
ぐ
声

小
原　

洋
子

川
風
の
生
る
る
城
下
や
柳
の
芽

藤
永　

郁
代

山
鹿
俳
句
会　

三
月
例
会

岩
岡
中
正
選

落
椿
踏
ま
ね
ば
此
処
を
通
ら
れ
ず　

　
　
　

園
田　

紀
子

木
蓮
の
白
を
真
白
と
思
ひ
け
り

宇
働　

博
子

待
っ
て
ゐ
し
春
一
番
は
知
ら
ぬ
間
に

小
南
や
ち
よ

菊
鹿
銀
河
俳
句
会　

翔
つ
鳥
の
日
暮
れ
て
帰
る
芽
吹
き
山　

　
　
　

酒
井　

睦
美

か
ん
ざ
し
を
選
ぶ
手
元
の
花
明
り

内
古
閑
ひ
と
み

春
曙
八
十
路
の
坂
の
一
歩
か
な

吉
里
千
鶴
子

【
肥
後
狂
句
】

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

二
月
例
会

互
選
句　

目
の
さ
め
て　

深
淵
ひ
ゃ
あ
る
と
こ
じ
ゃっ
た

　

古
川
ひ
ろ
み

健
康
第
一　

飯
の
う
ま
さ
が
バ
ロ
メ
ー
タ

古
田
美
生
子

目
の
さ
め
て　

い
で
汁
替
え
ち
も
ど
ら
し
た

山
本　

凡
太

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

三
月
例
会

松
井
爆
笑
選

飼
い
犬
が　

一
人
暮
ら
し
の
良
か
伴
侶　

冨
田　

土
管

そ
れ
ご
ら
ん　

愛
情
だ
け
じ
ゃ
食
て
行
け
ん

立
山　

連
峰

忍
び
足　

石
橋
叩
き
よ
る
空
き
巣小

水
流
繁
富

言
い
ふ
ら
し　

一
歩
も
引
か
ん
嫁
姑　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻　
　

正
好

退
屈
さ　

嬶
の
遺
影
に
話
し
か
け宮

田　

豆
塚

藤
本
白
扇
選

そ
れ
ご
ら
ん　
す
ぐ
行
き
詰
ま
る
マニ
フェ
ス
ト

長
瀬　

狂
介

言
い
ふ
ら
し　
ち
ゃ
ん
と
尾
ヒ
レ
も
付
け
て
あ
る

宮
本
て
つ
哉

試
運
転　

そ
ら
ア
ド
キ
ド
キ
す
る
く
さ
い

寺
本
凡
久
良

退
屈
さ　

同
じ
メ
ニ
ュ
ー
の
バ
イ
キ
ン
グ

稗
田　
　

恵

忍
び
足　

乳
飲
み
子
寝
か
せ
水
仕
事

牧
野　

晨
月

⃞ ▶
訂
正
と
お
詫
び

4
月
１
日
号
鹿
本
町
短
歌
会
３
首
目
は「
ほ

ん
の
り
と
背
に
汗
お
ぼ
ゆ
寒
き
な
か
鍬
を

ふ
り
あ
げ
畝
を
た
て
を
り
」
出
井
セ
キ
子

の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆ およろこび ◆
山　鹿
　山　鹿　笹井　清継さん♥古場　文子さん
　　　　　中尾喜一郎さん♥稲田亜矢子さん
　　　　　杉本　　昭さん♥上稲葉沙織さん
　米　田　坂梨　和也さん♥松葉　裕子さん
　　　　　濱武　　麿さん♥広瀬　美沙さん
　八　幡　宮崎　　崇さん♥伊藤　　薫さん
　三　玉　岩本　拓磨さん♥長野　　都さん
　　　　　森川　希愛さん♥藤本　莉梨さん
　　　　　木庭　道明さん♥森　真由美さん
　大　道　母里　亮輔さん♥藤瀨　有希さん
鹿　北
　岩　野　永田　章裕さん♥立山　美笑さん
　　　　　稲葉　政臣さん♥枕邉　祐子さん
　広　見　中野　　充さん♥阿部奈緒美さん
菊　鹿
　内　田　本田　祥太さん♥栗原　一華さん
　城　北　丸山　泰輝さん♥黒肱　倫美さん
鹿　本
　来　民　中島　雅夫さん♥安留　由佳さん
　中　富　前田　和彦さん♥松本　　佳さん
鹿　央
　千　田　金森　清継さん♥坂本　敦子さん
　米野岳　立山　史訓さん♥坂本由貴恵さん　
　山　内　佐々木　潤さん♥門池　綾乃さん
　　　　　前田　剛志さん♥吉鶴みさきさん
　　　　

◆ うぶごえ ◆
山　鹿
　山　鹿　河口さくらさん　見河　　杏

あん

さん
　　　　　淺野　夢

ゆうしゅん

駿さん　永山優
ゆ き と

希斗さん
　　　　　松本　旭

あ さ ひ

生さん　掛谷　賢
け ん と

杜さん
　　　　　林　　理

り さ

紗さん
　八　幡　富田　大

だ い き

希さん　樋口　晶
あきひろ

大さん
　　　　　清川　水

み ず き

希さん
　平小城　中邨　颯

そうすけ

輔さん　柴田　凌
り く

玖さん
　三　岳　山田　心

こ こ

湖さん
　三　玉　田中　理

り こ

子さん　森本依
い ぶ き

舞季さん
　大　道　元村　結

ゆ ら

愛さん　福原　暖
は る の

望さん
　　　　　坂口　想

そ う ま

真さん　山田　大
ひろたか

貴さん
　　　　　坂口　心

こ こ な

菜さん　

鹿　北
　岳　間　古澤　夕

ゆ う が

駕さん
菊　鹿
　内　田　飯川　蓮

れ ん か

蘭さん
　六　郷　木庭茉

ま の か

乃香さん
鹿　本
　来　民　籘本あいるさん　藤川　桃

も も か

加さん
　　　　　阪本賢

けん し ろ う

志郎さん　迎田　　尊
たける

さん
　稲　田　大嶋さくらさん
鹿　央
　米野岳　井出　愛

ま な み

美さん

◆ おくやみ ◆
山　鹿
　山　鹿　髙木　　親さん (96)　中山シゲ子さん (68)
　　　　　高木　紀元さん (71)　藤永　欣也さん (74)
　米　田　横手百合子さん (95)　⻆田　博之さん (76)
　川　辺　井上オリツさん (99)　德永カシクさん (90)
　　　　　坂本　節子さん (58)
　八　幡　星子　　徹さん (99)　宮田佳代子さん (75)
　　　　　渡邊　　勲さん (75)
　平小城　永田アヤ子さん (98)
　三　岳　堤　　照明さん (68)　德永　健伍さん (68)
　　　　　森　　唯男さん (75)
　大　道　森本　政喜さん (83)　緒方　泰男さん (88)
　　　　　園田　巳則さん (81)　宮本　純子さん (64)
　　　　　光永　惺菜さん (0)
鹿　北
　広　見　松永　武義さん (79)　酒井　眞一さん (82)
　　　　　稲葉敬次郎さん (95)
菊　鹿
　内　田　本田　政行さん (84)
　六　郷　山品ヤエ子さん (75)　德丸　英次さん (88)
　　　　　小佐井康雄さん (94)
　城　北　萩尾　悦子さん (70)　飯田　逸雄さん (88)
鹿　本
　来　民　波多野ヤス子さん (89)　上月　泰弘さん (70)
　　　　　東　　至誠さん (83)
　中　富　栃原　史子さん (46)　高木不二雄さん (93)
鹿　央
　千　田　姫井　尚男さん (90)　富田　孝記さん (76)
　　　　　栗原　信義さん (82)　牛島　峰一さん (61)
　　　　　守川　正春さん (79)　西村　丸子さん (91)
　　　　　柏　　一誠さん (72)
　山　内　有働　義光さん (60)　田中　満穗さん (73)

※３月中の届出受付分を掲載しています

　高齢者の皆さんが身近なところで介護
予防に取り組んだり、地域の多世代交流
活動に使っていただくための「介護予防
拠点」を昨年度より整備しています。
　今年の 4月からそれぞれの拠点での
事業が始まりました。体操や脳トレ、趣
味活動、茶話会などを行っています。お
気軽にお立ち寄りください。

★　　「 介 護 予 防 拠 点 」 で の 活 動 が ス タ ー ト し ま し た ！ 　 　 ★

①いこいの広場「ブレス」（菊鹿町池永）
　毎週水曜日　午前10時から午後 2時
　問合せ…NPO法人ブレス
　　　　　☎４８−２４３４

②よんなっせサロン（古閑）
　毎週火曜日　午後 1時半から3時半
　問合せ…NPO法人よんなっせ山鹿
　　　　　☎４４−８３０５

③くらつか広場（熊入町（旧八幡幼稚園）
　毎週水曜日　午前 9時半から12 時
　問合せ…八幡女性の会
　　　　　☎４３−１０７７（介護保険課）
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四
、
明
治
四
十
四
年
の

　
　
　
　
こ
け
ら
落
と
し
公
演

ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp
エコマーク認定の再生紙を使用しています

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
　による漢字を使用しています（広聴広報係）

■編集発行
〒８６１‐０５９２
　熊本県山鹿市役所
　総務部秘書課
　広聴広報係
　☎ 0968‐43‐1112
　� 0968‐44‐0373
　（毎月１日発行）

■人口と世帯
人口 57,404 （ ― 182 ）
　男 27,028 （ ― 118 ）
　女 30,376 （ ― 64 ）
世帯数 21,067 （ + 4 ）
３月末現在（前月末比）

　

編
集
後
記

♥
こ
の
５
月
号
を
手
に
す
る
こ
ろ
は
、
Ｇ
Ｗ

の
真
っ
最
中
で
し
ょ
う
か
？
昨
年
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で「
家
で
過
ご
す
」
と
い
う
回
答
が

１
位
だ
っ
た
よ
う
で
す
。「
せ
っ
か
く
だ
か
ら

旅
行
で
も
！
」
と
思
い
ま
す
が
、
ず
ぼ
ら
な

私
は
、
計
画
す
ら
で
き
ま
せ
ん
…
。（
も
っ

ぱ
ら
、
人
に
便
乗
派
で
す
♪
）

♥
私
事
で
す
が
、
今
月
号
で
広
報
や
ま
が

を
卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
取
材

な
ど
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
笑
顔
に
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
協
力
で

何
と
か
乗
り
き
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。(

か)  

♣「
復
活
」
し
ま
し
た
。
と
い
う
と
カ
ッ

コ
イ
イ
の
で
す
が
、
異
動
し
ま
し
た
。
ま

さ
に
合
併
と
同
時
に
広
報
を
離
れ
、
今
、

文
字
と
戦
っ
て
い
ま
す
。
い
や
、
訂
正
。

本
当
の
敵
は
、
こ
の
紙
面
を
編
集
す
る

初
め
て
使
う
パ
ソ
コ
ン
で
し
た
。
文
明

の
利
器
で
し
ょ
う
が
、
ア
ナ
ロ
グ
人
間

の
私
に
は
、
便
利
な
の
か
不
便
な
の
か

分
か
ら
な
い
ま
ま
の
編
集
作
業
で
し
た
。

い
つ
し
か
、
こ
の
敵
に
勝
ち
、
広
報
紙

づ
く
り
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
た
い

…
今
の
さ
さ
や
か
な
目
標
で
す（
千
鶴
）

　

八
千
代
座
最
初
の
公
演
（
こ
け
ら
落
と
し
公
演
）
は
、
明
治
44

年
１
月
11
日
か
ら
行
わ
れ
た
松
嶋
屋
一
座
に
よ
る
大
歌
舞
伎
公
演
で

し
た
。
八
千
代
座
100
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
世
話
人
代
表
を

務
め
る
中
島
清
氏
の
曽
祖
父
に
あ
た
ら
れ
る
村
上
千
代
吉
氏
が
請
元

（
興
行
主
）
に
な
り
、
20
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
の
芸
能
欄
に
は
、
大
阪
歌
舞
伎
が
熊
本
の
大
和
座

に
来
る
と
書
い
て
あ
り
、
大
和
座
で
公
演
を
し
て
い
た
松
嶋
屋
一
座

を
開
業
式
の
た
め
八
千
代
座
に
呼
ん
だ
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
と
き
の
奉
納
額（
国
指
定
重
要
文
化
財
）が
木
戸
口（
入
口
）

の
裏
側
に
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
幅
一
間
（
約
180
セ
ン
チ
）
の
大
き
な

額
で
、
上
段
に
松
嶋
屋
松
暁
以
下
46
名
の
役
者
の
名
前
、
下
段
に

道ど
う
ぐ
が
た

具
方
（
小
道
具
を
作
り
、
そ
れ
を
管
理
す
る
人
た
ち
）
以
下
お

茶ち
ゃ
こ子

（
席
に
案
内
し
た
り
、
物
品
の
販
売
を
す
る
女
性
）
ま
で
45
名

の
名
前
が
列
挙
し
て
あ
り
ま
す
。

　

出
し
物
は
寿こ

と
ぶ
き
し
き
さ
ん
ば
そ
う

式
三
番
叟
、
曽そ

が我
物
語
、
鬼き

い
ち
ほ
う
げ
ん

一
法
眼
、
摂せ

っ
し
ゅ
う
が
っ
ぽ
う

州
合
邦

ケが
つ
じ辻

、腕
の
喜
三
郎
で
、市
川
新
之
助
、市
川
男お

め
ぞ
う

女
蔵
、実
川
賞
之
助
、

岩
井
松
太
郎
、
中
村
千せ

ん
じ
ゃ
く雀

な
ど
の
役
者
が
演
じ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
市
川
新
之
助
は
海え

び

ぞ

う

老
蔵
や
団
十
郎
に
、
市
川
男
女

蔵
は
左
団
次
に
と
何
代
も
引
き
継
が
れ
る
名な

だ
い題

の
役
者
に
な
る
名
門

の
名
前
で
す
。

　
し
か
し
、
八
千
代
座
に
来
た
で
あ
ろ
う
5
代
目
の
新
之
助
は
、
新

之
助
の
名
を
襲
名
し
た
の
が
大
正
2
年
で
し
た
。
男
女
蔵
も
同
じ
で

す
が
、
明
治
44
年
当
時
に
該
当
す
る
俳
優
を
襲
名
し
た
人
が
い
な
い

よ
う
で
す
。
も
し
か
す
る
と
、
本
物
で
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

公
演
に
は
た
く
さ
ん
の
山
鹿
の
町
民
が
訪
れ
、
連
日
大
入
り
満
員

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
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▲ 大道具係控え室にあった
　こけら落とし公演のポスター

▲ こけら落とし公演の奉納額

▲ 明治 44 年１月こけら落とし
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